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 ⌐≈™≡ 

 

関 西 広 域 地 方 計 画 ( 国 土 形 成 計 画 法 第 ９ 条 に 基 づ く 近 畿 圏 広 域 地 方 計

画 ) は ､近 畿 圏 ２ 府 ４ 県 を 対 象 と し た 概 ね10年 間 の 計 画 で ､人 口 減 少 社 会

へ の 対 応 ､切 迫 す る 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 等 の 大 規 模 災 害 へ の 対 応 と い っ

た 課 題 に 向 き 合 い つ つ ､近 畿 に 蓄 積 さ れ た 経 験 と 多 様 な ポ テ ン シ ャ ル を

最 大 限 活 用 し ､成 長 力 を 絶 え ず 生 み 出 す 戦 略 的 ビ ジ ョ ン と し て 策 定 さ れ

た も の で あ る 。  

本 計 画 は 、国 、地 方 公 共 団 体 、経 済 団 体 、民 間 事 業 者 、大 学・研 究 機 関 、

Ｎ Ｐ Ｏ 、 住 民 等 の 関 係 主 体 に お い て 、 近 畿 が 直 面 し て い る 様 々 な 課 題 や

危 機 感 を 共 有 す る と と も に 、 適 切 な 役 割 分 担 の 下 、 圏 域 全 体 の 発 展 と 魅

力 あ る 暮 ら し の 実 現 に 向 け て 取 り 組 む べ き 方 向 性 を 示 す も の で あ り 、 ひ

い て は 我 が 国 全 体 の 発 展 と 魅 力 あ る 国 土 の 形 成 を 目 指 す も の で あ る 。  

 

本 計 画 は 、 概 ね 10 年 後 の 関 西 の 目 指 す 姿 と し て 、 下 記 の と お り ５ つ の

圏 域 像 を 定 め て い る 。  

(1) ア ジ ア の ゲ ー ト ウ ェ イ を 担 い 、 我 が 国 の 成 長 エ ン ジ ン と な る 圏 域  

(2) 日 本 の 歴 史 ・ 伝 統 文 化 が 集 積 し 、 世 界 を 魅 了 し 続 け る 圏 域  

(3) 快 適 で 豊 か に 生 き 生 き と 暮 ら せ る 圏 域  

(4) 暮 ら し ・ 産 業 を 守 る 災 害 に 強 い 安 全 ・ 安 心 圏 域  

(5) 人 と 自 然 が 共 生 す る 持 続 可 能 な 世 界 的 環 境 先 進 圏 域  

 

ま た 、上 記 の 圏 域 像 を 実 現 す る 手 段 と し て 、下 記 の と お り ８ つ の 主 要 プ

ロ ジ ェ ク ト を ま と め て い る 。  

１ ． 関 西 ゲ ー ト ウ ェ イ ＋ ネ ッ ト ワ ー ク プ ロ ジ ェ ク ト  

２ ． 関 西 成 長 エ ン ジ ン プ ロ ジ ェ ク ト  

３ ． 歴 史 ・ 文 化 ・ お も て な し プ ロ ジ ェ ク ト  

４ ． 京 阪 神 燦 々 ま ち づ く り プ ロ ジ ェ ク ト  

５ ． 地 方 都 市 活 力 ア ッ プ プ ロ ジ ェ ク ト  

６ ． 農 山 漁 村 い き い き プ ロ ジ ェ ク ト  

７ ． 関 西 強 靱 化 ・ 防 災 連 携 プ ロ ジ ェ ク ト  

８ ． 環 境 共 生 プ ロ ジ ェ ク ト  
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 ⸗♬♃ꜞfi◓─ ⌂ ⅎ  

 

本 計 画 を 推 進 し 、 そ の 評 価 ・ 見 直 し を 効 率 的 か つ 効 果 的 に 実 施 し て い

く た め 、 本 計 画 の モ ニ タ リ ン グ を 適 切 に 行 う こ と と し て い る 。 具 体 的 に

は 、 プ ロ ジ ェ ク ト の 着 実 な 推 進 に 向 け て 、 そ れ ら を 構 成 す る 個 別 の 取 り

組 み 事 例（ 事 業 等 ）を リ ス ト 化 し 、近 畿 圏 広 域 地 方 計 画 協 議 会 に お い て 、

毎 年 度 、 各 事 業 の 更 新 と 進 捗 の 把 握 を 行 う 。 そ の 結 果 、 特 に 進 捗 の 遅 延

等 が 認 め ら れ る 事 業 が あ れ ば 、 そ の 遅 延 要 因 の 解 決 も 含 め 、 事 業 の 円 滑

な 推 進 に 向 け た 取 り 組 み を 同 協 議 会 の 中 で 行 う 。 ま た 、 各 プ ロ ジ ェ ク ト

毎 に モ ニ タ リ ン グ 指 標 を 設 定 し て い る が 、 こ れ ら の 指 標 単 独 で 各 プ ロ ジ

ェ ク ト の 進 捗 を 定 量 的 に 把 握 す る こ と は 難 し い の で 、 今 回 は プ ロ ジ ェ ク

ト 進 捗 の 目 安 と し て 取 り 扱 う 。  

上 記 の 考 え に 基 づ き 本 資 料 は 、 関 西 を 取 り 巻 く 状 況 や 、 主 要 プ ロ ジ ェ

ク ト に 関 係 す る 平 成 29年 度 の 取 り 組 み に つ い て 、 近 畿 圏 広 域 地 方 計 画 協

議 会 の 構 成 機 関 と の 連 携 の 下 、 情 報 を 集 約 し 取 り ま と め る と と も に 、 必

要 に 応 じ て 、 今 後 の 対 応 方 針 の 検 討 結 果 を 公 表 す る も の で あ る 。  

ま た 、 関 西 に 隣 接 す る 福 井 県 、 岐 阜 県 、 三 重 県 、 鳥 取 県 、 岡 山 県 及 び

徳 島 県 の ６ 県 の 区 域 で あ っ て も 、 本 計 画 の 実 施 に 密 接 に 関 係 す る 事 項 に

つ い て は 本 計 画 に 盛 り 込 む こ と と し て お り 、 同 様 に 検 証 ・ 検 討 の 対 象 と

し て い る 。  

 

 

  



3 

 

─ ⌐≈™≡ 

 

 ╩ ╡ ↄ ≤  

 

  

 ₒ ₓ 

平 成 27年（ 2015年 ）国 勢 調 査 に よ る 関 西 の 人 口 は 、平 成 22年（ 2010年 ）

の 前 回 調 査 か ら 約 17万 人 減 の 約 2,073万 人 で あ り 、2000年 以 降 の 国 勢 調 査

で 最 も 少 な い 人 口 と な っ て い る 。  

一 方 で 、65歳 以 上 の 老 年 人 口 は 前 回 調 査 か ら 70万 人 増 の 約 549万 人 で あ

り 、 高 齢 化 の 進 展 が 進 ん で い る 。  
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ₒ ─ ₓ 

平 成 17年 ～ 22年 及 び 平 成 22年 ～ 27年 の 市 町 村 別 の 人 口 増 加 率 を み る と 、

関 西 の 198市 町 村 の う ち 、平 成 17～ 22年 に 人 口 が 増 加 し た の は 54市 町 村 で

あ っ た の が 、 平 成 22～ 27年 は 39市 町 村 に 減 少 し て い る 。 特 に 関 西 で 最 大

の 人 口 集 積 地 で あ る 京 阪 神 地 域 に お い て も 、 平 成 22～ 27年 で 人 口 減 少 に

転 じ て い る 都 市 が 多 く み ら れ て お り 、 都 市 部 に お い て も 人 口 減 少 の 波 が

押 し 寄 せ て い る 。  
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₈ ₉  

─  

 

ₒ ₓ 

2016年 の 各 府 県 の 合 計 特 殊 出 生 率 は 、 兵 庫 県 を 除 く 全 府 県 に お い て 全

国 値 と 同 様 に 前 年 か ら 低 下 し て い る が 、 滋 賀 、 和 歌 山 、 兵 庫 の ３ 県 は 全

国 平 均 （ 1.4 4） を 上 回 っ て い る 。  
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ₒ ₓ  

大 阪 圏 は 1970年 代 半 ば 以 降 で 社 会 減 が 続 い て お り 、 2011年 に は 一 旦 社

会 増 に 転 じ た も の の 、2013年 か ら は 再 び 社 会 減 と な り 、2017年 は 9千 人 の

転 出 超 過 と な っ て い る 。  

ま た 、 名 古 屋 圏 も 社 会 減 で あ る 中 、 東 京 圏 は 依 然 と し て 社 会 増 が 続 い

て お り 、 2017年 は 12万 人 も の 転 入 超 過 と な る な ど 、 東 京 一 極 集 中 の 傾 向

が 顕 著 に み ら れ て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

₈ ₉  

─ ─  

 

ₒ ₓ 

関 西 の 人 口 は 減 少 に 転 じ た 一 方 で 、 世 帯 数 は 増 加 幅 が 縮 小 傾 向 に あ る

も の の 、 依 然 と し て 増 加 傾 向 が 続 い て い る 。  

世 帯 構 成 別 で み る と 、 核 家 族 世 帯 の 伸 び が 鈍 化 し て い る の に 対 し 、 単

身 世 帯 は 増 加 傾 向 が 続 い て お り 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 弱 体 化 が 懸 念 さ れ

る 。  
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ה   

 ₒ ₓ 

関 西 の 2014年 度 の 域 内 総 生 産（ 名 目 ）は 80. 7兆 円 で 、対 前 年 度 比 2.1 ％

の プ ラ ス 成 長 と な っ て お り 、 2010年 度 以 降 低 下 し て い た 対 全 国 シ ェ ア も

前 年 度 か ら 0.1 ％ 増 の 15.7％ と な っ て い る 。  

関 西 （ 2府 4県 ） の 域 内 総 生 産 は 関 東 （ 1都 7県 ） の 約 ４ 割 程 度 で あ り 、

産 業 別 で は サ ー ビ ス 業 の シ ェ ア が 20％ で 最 も 高 い 。  
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ₒ ₓ  

関 西 の 各 府 県 の 有 効 求 人 倍 率 は 、 2009年 以 降 は 増 加 傾 向 で あ り 、 2017

年 は 大 阪 府 が 1. 57で 最 も 高 く 、 滋 賀 県 と 京 都 府 は 全 国 値 と 同 じ 1. 50と な

っ て い る 。  

一 方 、 東 京 都 の 有 効 求 人 倍 率 は 2010年 以 降 の 伸 び が 著 し く 、 2017年 は

2.0 8と 大 阪 府 を 大 き く 上 回 っ て お り 、東 京 一 極 集 中 の 要 因 と な っ て い る 。 

  

₈ ₉  

─  

 

 ₒ ₓ  

大 阪 は 中 小 も の づ く り 企 業 が 集 積 し て お り 、 府 内 の 製 造 業 事 業 所 数 は

約 18,800社 で 全 国 １ 位 で あ る 。 ま た 、 兵 庫 県 、 京 都 府 と 合 わ せ て 全 国 の

約 15％ の も の づ く り 企 業 の 事 業 所 が 集 積 し て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

₈ 28 ☿fi◘☻ ( ) ₉  

─ 20 28  
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※ 経 済 セ ン サ ス の 製 造 品 分 類 に お け る 以 下 の 品 目 を

医 薬 品 関 連 品 目 と し 、そ の 出 荷 額 の 合 計 値 の 対 全 国

シ ェ ア を 示 し た も の 。  

 

 ₒ ₓ  

関 西 の 医 薬 品 関 連 品 目 の 出 荷 額（ 2016年 ）は 約 2. 1兆 円 で あ り 、対 全 国

シ ェ ア は 約 26％ と 高 く 、 関 東 と ほ ぼ 同 じ 水 準 で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

─◦▼▪ 2016  

 

 

ₒ ₓ  

2017年 の 関 西 の 外 国 人 研 究 者 受 入 数 は 207人 で あ り 、近 年 は 微 増 の 傾 向

で あ る が 、 こ こ 数 年 の 対 全 国 シ ェ ア は 11～ 13％ と 低 い 水 準 で 推 移 し て い

る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

₈ ₉  

─ ─  
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 ₒ ₓ  

2017年 の 関 西 の 貿 易 は 、 輸 出 額 は 約 16. 6兆 円 、 輸 入 額 （ 速 報 値 ） は 約

14. 7兆 円 で あ り 、 輸 出 ・ 輸 入 と も に 前 年 か ら 増 加 し て い る 。  

こ こ 数 年 の 対 全 国 シ ェ ア を み る と 、輸 出 は 概 ね 19％ 台 、輸 入 は 概 ね 21％

台 で 推 移 し て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

─ ─  

 

ₒ ₓ 

2017年 の 阪 神 港 の コ ン テ ナ 取 扱 個 数 は 約 292万 TEUで あ り 、 阪 神 ・ 淡 路

大 震 災 前 を 上 回 り 過 去 最 高 を 記 録 し て い る 。  
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ₒ ₓ 

京 都 舞 鶴 港 の 外 貿 コ ン テ ナ 取 扱 貨 物 量 は 増 加 傾 向 で あ り 、 2015年 に 一

旦 減 少 に 転 じ た も の の 、 2017年 は 対 前 年 比 1. 14倍 、 こ の ５ 年 間 で は 2.1

倍 の 約 26.2 万 ト ン で 過 去 最 高 を 記 録 し て い る 。 特 に 輸 入 貨 物 量 が 多 く 、

全 体 の 約 ６ 割 を 占 め て い る 。  

 

₈ ₉  

─ ◖fi♥♫ ─  

 

  

 ₒ ₓ  

関 西 の 空 港・港 湾 か ら の 外 国 人 入 国 者 数 は 、リ ー マ ン・シ ョ ッ ク（ 2008

年 9月 ～ ）や 東 日 本 大 震 災（ 2011年 ）に よ り 一 時 的 に 減 少 し た 時 期 は あ る

も の の 、 特 に 2011年 以 降 は 著 し く 増 加 し て お り 、 2011年 の 138万 人 か ら

2016年 は そ の 4.4 倍 に 相 当 す る 612万 人 と な っ て い る 。  

こ の う ち 609万 人 は 関 西 国 際 空 港 か ら の 入 国 者 で あ り 、関 西 の 入 国 者 数

全 体 の 99.5 ％ を 占 め て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

₈ ₉  

─ ה ⅛╠─ ─  
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ₒ ₓ  

2016 年 に 関 西 国 際 空 港 か

ら 入 国 し た 外 国 人 609万 人 の

国 籍 別 の 内 訳 は 、韓 国 か ら の

来 訪 者 が 163万 人 で 最 も 多 く 、

入 国 者 全 体 の 27％ を 占 め て

い る 。  

こ れ に 次 い で 、中 国 160 万

人 （ 26％ ）、 台 湾 113 万 人

（ 19％ ）、香 港 56 万 人（ 9％ ）

の 順 で あ り 、ア ジ ア か ら の 入

国 者 が 全 体 の 92％ を 占 め て

い る 。  

 

 

ま た 、 関 西 国 際 空 港 の 国 際 線 旅 客 便 数 は 増 加 傾 向 で あ り 、 2017年 冬 期

（ 計 画 ベ ー ス ） は 1,220便 / 週 と な る 見 通 し で あ る 。  

特 に 近 年 は Ｌ Ｃ Ｃ 旅 客 便 の 増 加 が 著 し く 、 2017年 1月 の Ｌ Ｃ Ｃ 専 用 の

「 第 ２ タ ー ミ ナ ル ビ ル （ 国 際 線 ） 」 の 開 業 効 果 も あ り 、 Ｌ Ｃ Ｃ の 割 合 は

約 ４ 割 と 過 去 最 高 を 記 録 す る 見 通 し で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◄▪ⱳפֿ♩כ   β 17 ה │ ⁸16 │  

─ ─  

 

 

 

⅛╠─ ─  

₈ ₉ 2016  
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ₒ◒ꜟכ☼ ₓ 

全 国 の ク ル ー ズ 船 寄 港 回 数 は 2013年 以 降 に 急 増 し て お り 、 2017年 は 過

去 最 高 の 2,764回 と な っ て い る 。  

関 西 で は 神 戸 港 が 全 国 ７ 位 の 寄 港 回 数 で あ る ほ か 、 大 阪 港 で は 2016年

の 28回 か ら 2017年 は 49回 に 寄 港 回 数 が 大 幅 に 伸 び て い る 。  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

☼כꜟ◒    ─ ─ ≤ 15     

 

ₒ ═ ₓ 

関 西 の 外 国 人 延 べ 宿 泊 者 数 は 、 入 国 者 数 と 同 様 に 2011年 以 降 に 急 増 し

て お り 、 2017年 は 対 前 年 か ら 約 15％ 増 の 1 , 970万 人 で 、 過 去 最 高 の 水 準

と な っ て い る 。  

ま た 、 2017年 の 対 全 国 シ ェ ア は 25. 3％ で あ り 、 2009年 以 降 は 一 貫 し て

増 加 し て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

₈ ₉    

─ ═ ─  

 

1 326
2 267
3 224
4 178

5 132
6 *1 130

7 116
8 108

9 84

10 66
11 61

12 57

13 53
14 49

49
1,133

2,764

1 309 1 121

2 262 2 73

3 217 3 30

4 129 4 *2 28

129 5 19

6 98 19

7 82 7 17

8 65 8 15

9 57 9 *4 13

10 56 13

609 403

2,013 751
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ₒ ─ ₓ 

2017年 の 関 西 に お け る 訪 日 外 国 人 の 府 県 別 訪 問 率 は 、 大 阪 府 が 38. 7％

で 最 も 高 く 、 次 い で 京 都 府 25. 9％ 、 奈 良 県 7. 3％ 、 兵 庫 県 5. 5％ の 順 と な

っ て お り 、 各 府 県 と も に 2011年 以 降 は 概 ね 増 加 傾 向 で あ る 。  

ま た 、訪 問 率 の 全 国 順 位 は 、大 阪 府 が 第 ２ 位 、京 都 府 が 第 ４ 位 で あ り 、

第 ９ 位 の 奈 良 県 を 含 め て 上 位 10都 道 府 県 の 中 に 関 西 の ３ 府 県 が ラ ン キ ン

グ さ れ て い る こ と か ら 、 訪 日 外 国 人 に と っ て 関 西 は 人 気 の 観 光 地 と な っ

て い る 。  

       

 

ₒ ₓ  

2017年 の 客 室 稼 働 率 は 、大 阪 府 は 全 国 １ 位 で 83. 1％ 、京 都 府 は 同 6位 で

67. 7％ と 高 く 、 全 国 平 均 の 60.8 ％ を 大 き く 上 回 っ て い る 。  

各 府 県 と も に 2015年 の 客 室 稼 働 率 は 、前 年 か ら 大 き く 増 加 し た も の の 、

2015年 以 降 は 横 ば い と な っ て い る 。 し か し な が ら 、 特 に 大 阪 府 は 依 然 と

し て 高 い 水 準 で 推 移 し て い る こ と か ら 、 受 入 環 境 の 整 備 が 課 題 と な っ て

い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

₈ ₉       β 2017 │  

─  

1 83.1%

2 80.1%

3 72.7%

4 71.5%

5 68.2%

6 67.7%

7 66.4%

8 66.1%

9 65.9%

10 65.7%

 

(2017 8 ─ )  

1 83.1%

2 80.1%

3 72.7%

4 71.5%

5 68.2%

6 67.7%

7 66.4%

8 66.1%

9 65.9%

10 65.7%
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─ (2017 )  

₈ 29 ₉ 

 

  

 ₒ ₓ  

大 阪 圏 （ ２ 府 ２ 県 ） の 人 口 10万 人 当 り の 医 療 施 設 数 （ 病 床 数 300以 上 ）

は 1.34で あ り 、 東 京 圏 （ １ 都 ３ 県 ） の 0.97を 大 き く 上 回 っ て い る 。  

ま た 、 大 阪 圏 の 各 府 県 の 値 は い ず れ も 東 京 圏 の 各 府 県 を 上 回 っ て い る

こ と か ら 、東 京 圏 と 比 較 し て 大 阪 圏 は 医 療 施 設 が 充 実 し て い る と い え る 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ההה ₈ 28 ₉  

הההה ₈ ₉ ( 28 10 )  

    10 №√╡─ [ 300 ] 2016  

 

ₒ ₓ  

2017年 の 政 令 指 定 都 市（ 20市 ）

に お け る 学 部 学 生 数 は 、京 都 市

が 12.4万 人 で 最 も 多 く 、神 戸 市

が 6.3 万 人 （ 第 ５ 位 ） 、 大 阪 市

2.7 万 人（ 第 10位 ）、堺 市 1.0 万

人 （ 第 19位 ） と な っ て い る 。  

一 方 で 、東 京 23区 の 学 部 学 生

数 は 京 都 市 を 大 幅 に 上 回 る

46. 3万 人 で あ り 、先 に 示 し た 有

効 求 人 倍 率 と 同 様 に 、進 学 の 面

に お い て も 圧 倒 的 に 受 入 環 境

が 整 っ て い る 。  
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ま た 、2017年 ３ 月 の 高 等 学 校 卒 業 者 の う ち 、都 道 府 県 別 の 女 性 の 大 学 ・

短 大 へ の 進 学 率 を み る と 、京 都 府（ 68.4％；全 国 ２ 位 ）、兵 庫 県（ 63. 9％ ；

同 ３ 位 ） 、 奈 良 県 （ 62. 7％ ； 同 ５ 位 ） 、 大 阪 府 （ 61. 8％ ； 同 ７ 位 ） が 上

位 占 め て お り 、 全 国 平 均 （ 57.3 ％ ） を 大 き く 上 回 っ て い る こ と か ら 、 関

西 は 特 に 女 性 の 進 学 率 が 高 い 圏 域 で あ る と い え る 。  

 

─ ה ┼─ 2017 3  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

₈ 29 ₉  

 

 ₒ ₓ 

平 成 29年 度 に 大 阪 圏 に お い て 新 設 さ れ た 住 宅 の １ 戸 当 た り 平 均 床 面 積

は 75.7㎡ で あ り 、 東 京 圏 の 69.9㎡ を 大 き く 上 回 っ て い る 。  

ま た 、 一 戸 建 、 長 屋 建 、 共 同 住 宅 の い ず れ に お い て も 大 阪 圏 の 平 均 床

面 積 は 東 京 圏 を 上 回 っ て い る こ と か ら 、 東 京 圏 よ り も 比 較 的 に 良 質 な 住

宅 が 供 給 さ れ て い る と い え る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

₈ ₉  

─ √╡ 29  

1 69.9% 38 48.7%

2 68.4% 39 48.6%

3 63.9% 40 48.5%

4 63.4% 41 48.3%

5 62.7% 42 48.2%

6 62.4% 43 47.8%

7 61.8% 44 47.1%

8 60.1% 45 45.4%

9 58.9% 46 44.3%

10 58.5% 47 40.9%
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 ₒ ₓ  

Ｊ Ｒ 大 阪 駅 及 び 東 京 駅 か ら 各 10ｋ ｍ 圏 内 に お け る 主 な 地 点 の 平 成 29年

1月 1日 時 点 の 地 価 を 比 較 す る と 、 商 業 地 は 東 京 圏 の 最 大 が 5,050万 円 / ㎡

（ 銀 座 ）で あ る の に 対 し 、大 阪 圏 の 最 大 は 957万 円 / ㎡（ 梅 田 ）と 概 ね 1/5

程 度 で あ る 。 ま た 、 住 宅 地 は 東 京 圏 の 最 大 が 375万 円 / ㎡ （ 四 ツ 谷 ） で あ

る の に 対 し 、 大 阪 圏 の 最 大 は 58万 円 / ㎡ （ 桃 谷 ） と 概 ね 1/6 程 度 で あ り 、

商 業 地 、 住 宅 地 と も に 東 京 圏 と の 較 差 が 著 し い 。  

た だ し 、 対 前 年 か ら の 変 動 率 を み る と 、 大 阪 圏 の 心 斎 橋 や 難 波 に お い

て 1.2 倍 以 上 の 伸 び を 示 す な ど 、特 に 大 阪 市 都 心 部 の 商 業 地 の 地 価 上 昇 が

著 し い 。  

一 方 で 、 住 宅 地 の 変 動 率 を み る と 、 東 京 圏 で は 各 地 点 と も に 上 昇 し て

い る の に 対 し 、 大 阪 圏 で は 大 阪 市 内 の 一 部 の 地 点 の み が 上 昇 し て い る 。  

こ の よ う に 、 大 阪 圏 で は 都 心 か ら 近 い 交 通 利 便 性 の 高 い 地 区 に お い て

も 地 価 が 低 い こ と か ら 、 職 住 近 接 の 住 宅 を 確 保 す る こ と が 比 較 的 に 容 易

で あ る 。  

  

  

29/ 28  

 

29/ 28  

 

ꜝ▬Ⱪꜝꜞכ  

│ JR ⁸ │ JR ╩ ≤⇔√ 10km ⌐⅔™≡⁸ ─ ─ ⌂

─1 ╡─ ╩ ⇔√╙─  

┘ ⌐⅔↑╢ 10km ─ 29 1 1  
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 ⱪ꜡☺▼◒♩─  

 

▬▼►♩כ◕  Ⱡ♇♩꞉כ◒ⱪ꜡☺▼◒♩ 

ủ ≢ⱥ♩⁸⸗ⱡ⁸◌Ⱡ⁸ ⌂≥⅜ ⌐ ⅝ ℮↓≤╩

≤∆╢Ⱡ♇♩꞉כ◒─  

ủ ─ꜞ♄fi♄fi◦כ─ ╛ ─√╘⁸ ה

▬▼►♩כ◕─ ─  

ủ◕כ♩►▼▬≤ ⁸ ⅛╠ ⁸ ה ↕╠⌐

│ ≤╩ ┬ Ⱡ♇♩꞉כ◒ ─  

 

 (1) ⸗♬♃ꜞfi◓ ⌐╟╢  

 

・ 関 空 の 航 空 機 発 着 回 数  

2017年 夏 期 に お け る 関 西 国 際 空 港 の 国 際 線 発 着 便 数 は 186便 / 日 で あ り 、

2016年 夏 期 （ 177便 / 日 ） の 約 1. 05倍 で 、 開 港 以 来 最 高 の 便 数 で あ る 。  

（ ※ い ず れ も 貨 物 便 を 含 む ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◄▪ⱳכ♩ ( )  

⌐⅔↑╢ ─  

 

 

─ №√╡  

 

 

 

◄▪ⱳכ♩ ( )  

 

 

1,241 1,304 63

177 186 9
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 (2) ⱪ꜡☺▼◒♩─ ╡ ╖  

関 西 ゲ ー ト ウ ェ イ ＋ ネ ッ ト ワ ー ク に 関 す る 各 機 関 の 主 な 取 り 組 み 事 例

の 実 績 は 、 下 記 の と お り で あ る 。  

 

Ẽ ⌂≥⌐╟╢ Ⱡ♇♩꞉כ◒  

 

ה  

京 奈 和 自 動 車 道 は 、 京 都 府 京 都 市 か ら 和 歌 山 県 和 歌 山 市 （ 阪 和 自 動 車

道 ） を 結 ぶ 延 長 約 120㎞ の 高 規 格 幹 線 道 路 で あ る 。  

平 成 29年 8月 19日 に 御 所 南 IC～ 五 條 北 IC間 が 開 通 し た こ と で 、救 急 搬 送

時 間 が 短 縮 す る と と も に 、 並 行 す る 国 道 24号 の 混 雑 が 緩 和 し 、 路 線 バ ス

の 定 時 性 が 向 上 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ה  

大 阪 府 道 高 速 大 和 川 線 事 業 は 、 阪 神 高 速 道 路 ４ 号 湾 岸 線 と 同 14号 松 原

線 を 連 絡 す る 全 長 約 9.9kmの 自 動 車 専 用 道 路 を 整 備 す る も の で あ り 、そ の

う ち 本 市 の 施 行 区 間 は 北 区 常 磐 町 か ら 堺 市 と 松 原 市 の 市 境 界 ま で の 約

1.6kmで あ る 。本 事 業 は 、本 市 、大 阪 府 な ら び に 阪 神 高 速 道 路 株 式 会 社 と

の 三 者 が 共 同 で 進 め て い る 。  

平 成 29年 度 の 取 組 は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

○ 大 和 川 線 シ ー ル ド ト ン ネ ル 工 事  

○ 常 磐 工 区 開 削 ト ン ネ ル 工 事  

○ （ 都 ） 大 和 川 線 常 磐 東 開 削 ト ン ネ ル 工 事 （ 躯 体 工 ）  

○ （ 都 ） 大 和 川 線 ト ン ネ ル 付 帯 工 事 （ H29年 度 竣 工 ）  

─  
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○ （ 都 ） 大 和 川 線 常 磐 東 ラ ン プ 築 造 工 事  

○ （ 都 ） 大 和 川 線 常 磐 東 ラ ン プ ト ン ネ ル 付 帯 工 事  

平 成 29年 度 末 迄 の 進 捗 見 込 （ 事 業 費 ベ ー ス ）   86% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

ה 2  

  市 中 心 部 の 渋 滞 緩 和 や 市 街 地 環 境 の 改 善 を 図 る と と も に 、 国 際 物 流 拠

点 で あ る 関 西 国 際 空 港 や 阪 神 港 （ 国 際 コ ン テ ナ 戦 略 港 湾 ） と 新 名 神 高 速

道 路 な ど の 国 土 軸 を 結 び 、 現 在 事 業 中 の 大 和 川 線 や 計 画 中 の 淀 川 左 岸 線

延 伸 部 と と も に 近 畿 圏 の 広 域 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化 を 図 る 。  

  平 成 29年 度 の 取 り 組 み と し て 、 事 業 に 支 障 と な る 物 件 の 撤 去 工 事 等 を

推 進 す る と と も に 、 工 事 の 本 格 化 に 向 け て 関 係 機 関 等 と の 協 議 ・ 調 整 を

行 っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ─▬ⱷכ☺       
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ה ⁸  

国 道 168号 は 、紀 伊 半 島 地 域 の 産 業 や 観 光 の 振 興 を 担 う と と も に 、地 域

の 生 活 や 救 急 医 療 を 支 え る 「 命 の 道 」 で あ る こ と か ら 、 奈 良 県 五 條 市 ～

和 歌 山 県 新 宮 市 の 約 130kmの 区 間 に つ い て 、地 域 高 規 格 道 路「 五 條 新 宮 道

路 」 と し て 整 備 を 進 め て い る 。  

平 成 29年 度 の 取 り 組 み は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

○ 奈 良 県 整 備 区 間  

・ 阪 本 工 区 … 現 道 の 付 替 工 事 お よ び 橋 梁 下 部 工 に 着 手  

・ 辻 堂 バ イ パ ス … 橋 梁 上 部 工 の 整 備 を 推 進 （ 平 成 30年 3月 18日 開 通 ） 

○ 和 歌 山 県 整 備 区 間  

 ・ 相 賀 高 田 工 区 … 地 域 高 規 格 道 路 と し て 新 規 事 業 化 。 測 量 を 実 施  

＜ 参 考 ＞  

○ 国 整 備 区 間  

・ 長 殿 道 路 … 工 事 用 道 路 設 置 工 事 を 推 進  

・ 風 屋 川 津 ・ 宇 宮 原 工 区 … 調 査 設 計 を 推 進  

・ 十 津 川 道 路 … 橋 梁 工 事 、 ト ン ネ ル 工 事 を 推 進  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ẽ ⌂≥─  

 

ה ꜝfi♪Ⱪꜞ♇☺  

 近 畿 地 方 整 備 局 及 び 京 都 府 は ふ 頭 用 地 、 荷 さ ば き 地 等 の 整 備 を 行 う と

共 に 荷 役 効 率 を 向 上 さ せ る た め 、 貨 物 用 大 型 ク レ ー ン の 設 置 を 行 う 機 能

強 化 事 業 を 実 施 し た 。 こ れ に よ り 、 コ ン テ ナ 船 と バ ル ク 船 （ ば ら 積 み 貨

物 船 ） の 2隻 同 時 荷 役 と 大 型 ク ル ー ズ 船 の 接 岸 が 可 能 と な っ た 。  

平 成 29年 度 の 取 り 組 み は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

○ 府 事 業  

   ・ ふ 頭 用 地 造 成 ： 舗 装 工 、 SOLAS設 備 工  

   ・ 荷 役 機 械 ： ク レ ー ン 改 修 ・ 移 設  

 

   

30 3 18   
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Ẽ ─  

 

ה ◖fi♥♫♃כⱵ♫ꜟ  

国 際 コ ン テ ナ 戦 略 港 湾 の 「 競 争 力 強 化 」 と し て 、 神 戸 港 の コ ン テ ナ タ

ー ミ ナ ル の 能 力 不 足 を 解 消 す る と と も に 、 今 後 増 加 す る コ ン テ ナ 貨 物 に

対 応 す べ く 、 コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル の 機 能 強 化 を 図 る 。  

ま た 、大 水 深 連 続 バ ー ス を 有 す る 高 規 格 コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル を 整 備 し 、

一 体 的 な 利 用 を 図 る と と も に 、 内 航 フ ィ ー ダ ー と の シ ー ム レ ス な 輸 送 体

系 を 構 築 す る こ と で 荷 役 の 効 率 化 を 、 さ ら に 大 規 模 地 震 時 の 幹 線 貨 物 輸

送 拠 点 と し て 、 経 済 活 動 の 維 持 を 図 る 。  

平 成 29年 度 は 、岸 壁（ 水 深 16m）（ 増 深・耐 震 改 良 ）、荷 さ ば き 地 の 整

備 及 び 航 路 （ 水 深 16m） 等 の 浚 渫 を 実 施 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

┤     

◖fi♥♫♃כⱵ♫ꜟ ─  
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Ẽ ╛ ⁸ ─  

 

ה ꜟ♫Ⱶכ♃  

西 日 本 エ リ ア に お け る 中 古 車 輸 出 の 需 要 増 加 、 船 舶 大 型 化 に 対 応 す る

こ と に よ る 物 流 効 率 化 、 ま た 大 規 模 地 震 発 生 時 に 幹 線 貨 物 輸 送 拠 点 と し

て の 物 流 機 能 を 発 揮 し 、 社 会 経 済 活 動 を 維 持 す る た め 、 堺 泉 北 港 助 松 地

区 に お い て 国 際 物 流 タ ー ミ ナ ル の 整 備 を 進 め る 。  

平 成 29年 度 は 、 航 路 （ 水 深 14m） の 浚 渫 を 実 施 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ה ꜝfi♪Ⱪꜞ♇☺ ₒ ₓ 

 

 

Ẽ ┼─▪◒☿☻  

 

ה 2 ₒ ₓ 

 

 

 

 

 

 

ꜟ♫Ⱶכ♃ ─  
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 ( 3) ─ ╡ ╖─  

 

関 西 の ヒ ト ・ モ ノ の 移 動 を 支 え る 基 盤 整 備 の た め 、 高 規 格 幹 線 道 路 な

ど に よ る 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク 整 備 事 業 、関 西 国 際 空 港 な ど の 機 能 強 化 事 業 、

阪 神 港 の 国 際 競 争 力 強 化 事 業 、 国 際 拠 点 港 湾 や 重 要 港 湾 、 内 陸 拠 点 等 の

整 備 推 進 事 業 及 び 新 大 阪 駅 へ の ア ク セ ス 強 化 事 業 に 関 す る 様 々 な 取 組 が

行 わ れ た 。 な お 、 前 回 掲 載 し て い た 「 関 西 国 際 空 港 タ ー ミ ナ ル ビ ル 建 設

事 業 」 （ 大 阪 航 空 局 ） に つ い て は 、 平 成 28年 度 に 事 業 が 完 了 し 、 新 た に

第 ２ タ ー ミ ナ ル ビ ル（ 国 際 線 ）が 運 用 さ れ 、増 加 す る LCC需 要 に 対 す る 受

け 皿 が 強 化 さ れ た 。  

モ ニ タ リ ン グ 指 標 で は 、 2017年 夏 期 の 関 西 国 際 空 港 の 国 際 線 旅 客 航 空

機 発 着 回 数 が 開 港 以 来 最 高 と な る 186便 ／ 日 を 記 録 し て お り 、訪 日 外 国 人

の 急 増 を 反 映 し た 結 果 と な っ て い る 。  

当 プ ロ ジ ェ ク ト に 掲 げ ら れ た ５ つ の 主 要 事 業 の い ず れ に お い て も 平 成

29年 度 に 取 組 が 行 わ れ て お り 、 今 後 も 各 構 成 機 関 が 各 主 要 事 業 の 個 別 施

策 ・ 事 業 を 従 来 ど お り 進 め る こ と と す る 。   
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 ◄fi☺fiⱪ꜡☺▼◒♩ 

ủ ↄ⅛╠ ⌐ ⅝⁸ ╩ ╘≡ ⅜⌂↕╣≡™╢ ה

╛╙─≠ↄ╡ ╩ ⅛⇔√Ᵽ♇♥ꜞכ ─▬ⱡⱬכ◦

ꜛfi╩  

ủ ⌐ ∆╢₈ ₉╛₈ ▬ⱡⱬכ◦ꜛfi

₉─ ─ ה ─ ⁸ ─ ה

 

ủ ⇔™ ─▬ⱡⱬכ◦ꜛfi─ ⌐ ◐ה☺♇꜠♫√⅝╘⁸℮√↑

ꜗⱧ♃ꜟ─ ╛ⱬfi♅ꜗכ ┼─  

 

 (1) ⸗♬♃ꜞfi◓ ⌐╟╢  

 

・ 特 許 登 録 件 数 に お け る 関 西 の シ ェ ア  

2016年 の 関 西 の 特 許 登 録 件 数 は 29.4千 件（ 対 全 国 シ ェ ア：18.3％ ）で 、

前 年 か ら 4.1 千 件 （ 16％ ） 増 加 し て い る 。  

ま た 、国 際 的 な 特 許 出 願 制 度（ PCT：特 許 協 力 条 約 ）に よ る 関 西 の 出 願

件 数 は 9.8 千 件（ 対 全 国 シ ェ ア：22.1 ％ ）で 、前 年 か ら 0.5 千 件（ 5％ ）増

加 し て お り 、 そ の シ ェ ア は 特 許 登 録 件 数 よ り も 高 い 。  

【 特 許 登 録 件 数 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

【 国 際 出 願 (PCT出 願 ) 件 数 】  

 

 

 

 

 

 

 

₈ ₉  

┘ (PCT ) ≤ ◦▼▪ 
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 (2) ⱪ꜡☺▼◒♩─ ╡ ╖  

関 西 成 長 エ ン ジ ン プ ロ ジ ェ ク ト に 関 す る 各 機 関 の 主 な 取 り 組 み 事 例 の

実 績 は 、 下 記 の と お り で あ る 。  

 

Ẽ ▬ⱡⱬכ◦ꜛfi⌐╟╢ ה ─ ◄fi☺fi  

 

ה   

本 事 業 は 、国 家 戦 略 特 別 区 域 法 第 14条 に 規 定 す る 国 家 戦 略 特 別 区 域 高 度

医 療 提 供 事 業 で あ る 。 世 界 初 の iPS 細 胞 を 用 い た 臨 床 研 究 で あ る 網 膜 再

生 治 療 を は じ め 、 遺 伝 性 網 膜 疾 患 へ の 遺 伝 子 治 療 や 口 腔 粘 膜 を 活 用 し た

角 膜 再 生 な ど 、 最 先 端 の 医 療 技 術 の 実 用 化 促 進 等 を 図 る こ と を 目 的 と し

て 、平 成 29年 11月 17日 に 竣 工 し た「 神 戸 ア イ セ ン タ ー（ 神 戸 市 中 央 区 ）」

内 に 、 平 成 29年 12月 1日 、 眼 科 病 院 （ 新 規 病 床 30床 ） を 開 院 し た 。  

 

 

Ẽ▬ⱡⱬכ◦ꜛfi╩ ⅎ╢ ─  

 

ה ₒ ₓ 

 

√⅝╘℮ה ─ ⁸  

世 界 中 か ら 資 本 、優 秀 な 人 材 等 を 集 積 さ せ 、新 た な 国 際 競 争 力 を も た ら

す た め 、 鉄 道 地 下 化 事 業 、 新 駅 設 置 事 業 、 土 地 区 画 整 理 事 業 、 公 園 整 備

事 業 等 を 実 施 す る と と も に 、 民 間 の 独 創 的 な ア イ デ ア や ノ ウ ハ ウ に よ り

｢み ど り ｣と ｢イ ノ ベ ー シ ョ ン ｣の 融 合 拠 点 を 創 造 す る 。 

平 成 29年 度 は 、 う め き た 2期 区 域 の ま ち づ く り の プ ロ モ ー シ ョ ン と し て

暫 定 利 用 事 業 を 実 施 す る と と も に 、う め き た 2期 区 域 の 中 核 機 能 の 実 現 に

向 け て 、う め き た 2期 み ど り と イ ノ ベ ー シ ョ ン の 融 合 拠 点 形 成 推 進 協 議 会

を 設 立 し た 。 ま た 、 JR東 海 道 線 支 線 地 下 化 事 業 及 び 新 駅 設 置 事 業 に つ い

て 、 全 工 区 に お い て 工 事 を 推 進 す る と と も に 、 土 地 区 画 整 理 事 業 で は 九

条 梅 田 線 迂 回 道 路 へ の 切 り 替 え 、 う め き た 地 下 道 出 入 口 移 設 及 び 地 上 通

路 へ の 振 り 替 え 等 を 実 施 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 



26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ẽ♫꜠♇☺◐ꜗⱧ♃ꜟ⌂≥⅛╠ ∆╢▬ⱡⱬכ◦ꜛfi  

 

fiꜛ◦כⱣꜟ▬ⱡⱬכ꜡◓ה  

  国 内 外 か ら 人 材 ・ 情 報 ・ 資 金 を 引 き つ け 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 好 循 環 を

創 出 す る シ ス テ ム の 構 築 を 目 指 し 、 平 成 25年 春 に う め き た 地 区 知 的 創 造

拠 点 ナ レ ッ ジ キ ャ ピ タ ル 内 に 開 設 し た ｢大 阪 イ ノ ベ ー シ ョ ン ハ ブ (OIH) ｣

に お い て 、 グ ロ ー バ ル イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 支 援 事 業 に 取 り 組 ん で い る 。  

  平 成 29年 度 に お い て も 様 々 な プ ロ グ ラ ム を 実 施 し 、 大 企 業 や 国 等 の 外

部 機 関 と の 連 携 を 通 じ て プ ロ ジ ェ ク ト を 生 み 出 せ た ほ か 、 海 外 （ 深 セ ン

等 ) と の グ ロ ー バ ル 規 模 で の ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 を 推 進 し た 。ま た 、海 外 ピ

ッ チ イ ベ ン ト（ ア メ リ カ 、オ ラ ン ダ ）の 日 本 予 選 も OIHで 開 催 し 、起 業 家

の 海 外 へ の 足 掛 か り と な る 取 り 組 み も 実 施 し た 。  

 

   

Ẽ כ♃☻ꜝ◒כⱤכ☻כꜞ♥♇Ᵽ╢∆♪כꜞ╩  

 

כꜞ♥♇Ᵽה ☿fi♃כ  

関 西 イ ノ ベ ー シ ョ ン 国 際 戦 略 総 合 特 区 制 度 や 、大 阪・関 西 の 産 業 集 積 ・ 

ポ テ ン シ ャ ル を 活 か し 、 電 池 関 連 （ 蓄 電 池 分 野 、 水 素 ・ 燃 料 電 池 分 野 な

ど ） 産 業 の ビ ジ ネ ス 創 出 支 援 や 産 業 集 積 等 に 向 け た 取 り 組 み を 進 め る 。  

    ℮╘⅝√ ─ ─ ה    
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平 成 29年 度 の 取 り 組 み は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

○ 蓄 電 池 分 野 や 水 素 ・ 燃 料 電 池 分 野 に か か る 各 種 相 談 対 応 を 実 施  

○ 平 成 29年 5～ 6月 、 関 西 空 港 に て 燃 料 電 池 バ ス の 試 乗 会 を 実 施  

○ 平 成 29年 6月 、 大 阪 工 業 大 学 と の 間 で 連 携 協 力 に 関 す る 協 定 （ バ ッ

テ リ ー を 活 用 し た ロ ボ ッ ト 産 業 の 普 及・振 興 に 関 す る 協 定 ）を 締 結  

○ 平 成 29年 7月 ・ 9月 ・ 平 成 30年 3月 、 電 池 駆 動 ロ ボ ッ ト 社 会 実 装 推 進

協 議 会 を 設 置 ・ 開 催  

○ 平 成 29年 7月 、 大 阪 産 業 技 術 研 究 所  和 泉 セ ン タ ー で 業 務 用 燃 料 電

池 の 実 証 を 開 始  

○ 平 成 30年 1月 、 蓄 電 池 国 際 ビ ジ ネ ス フ ォ ー ラ ム in 大 阪 を 開 催  

○ 平 成 30年 1月 、 咲 く や こ の 花 館 （ 花 博 記 念 公 園 鶴 見 緑 地 内 ） で 業 務

用 燃 料 電 池 の 実 証 を 開 始  

○ 平 成 30年 1月 、 市 販 が 開 始 さ れ た 燃 料 電 池 フ ォ ー ク リ フ ト の 導 入 補

助 の 交 付 先 を 決 定  

 

 

Ẽ ה ─  

 

ה ה ◄Ⱡⱦ☺Ⱡ☻ ─▪☺▪  

実 施 機 関 で あ る 公 益 財 団 法 人 地 球 環 境 セ ン タ ー は 、 優 れ た 環 境 ・ 省 エ

ネ 技 術 を 保 有 し ア ジ ア で の ビ ジ ネ ス 展 開 を 指 向 す る 約 １ ８ ０ 社 の 企 業 ・

団 体 に よ り 構 成（ 地 域 外 の 企 業 も 参 加 可 能 ）さ れ て い る 。ま た 、水 処 理 、

廃 棄 物 処 理 、 大 気 汚 染 防 止 、 省 エ ネ ル ギ ー 等 の 分 野 に お い て 各 々 高 い 技

術 を 保 有 し 、 会 員 企 業 の 技 術 を 組 み 合 わ せ て 適 切 な 解 決 策 を 途 上 国 に 提

供 し て い る 。  

平 成 29年 度 の 取 り 組 み は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

○ 平 成 29年 7月 に イ ン ド ネ シ ア ジ ャ カ ル タ に お い て 環 境 技 術 プ レ ゼ ン

会 及 び 商 談 会 を 実 施  

○ 平 成 29年 11月 に ベ ト ナ ム の ホ ー チ ミ ン で 開 催 さ れ た 「 VIET 

WATER2017」 に お い て 滋 賀 県 ・ 四 国 経 済 産 業 局 と 共 同 ブ ー ス を 出 展  

○ 平 成 29年 12月 に 中 国 広 東 省 に お い て 、日 中 合 作 プ ロ ジ ェ ク ト 推 進 の

た め 、 日 中 合 作 プ ロ ジ ェ ク ト 戦 略 専 門 家 委 員 会 を 開 催  

○ 平 成 29年 12月 に タ イ の バ ン コ ク に お い て タ イ ESCO協 会 加 盟 企 業 と

Team E- Kansai会 員 企 業 の ビ ジ ネ ス マ ッ チ ン グ を 開 催 し 、 日 本 側 企

業 か ら 製 品 ・ 技 術 紹 介 を 行 っ た 後 、 ミ ー テ ィ ン グ を 実 施  

 

ה ☻♃♦▫ Ⱡ♇♩꞉כ◒ ⁸  

京 都 に お け る 留 学 生 の 誘 致 及 び 受 入 体 制 の 整 備 を オ ー ル 京 都 で 推 進 す

る た め ， 京 都 の 大 学 ， 専 修 学 校 ， 日 本 語 学 校 ， 企 業 ， 経 済 ・ 業 界 団 体 ，

Ｎ Ｐ Ｏ ， 国 際 交 流 団 体 ， 京 都 府 ， 京 都 市 な ど に よ り 平 成 ２ ７ 年 ５ 月 に 設
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立 。 海 外 で の 京 都 留 学 フ ェ ア や 留 学 生 の た め の 有 給 イ ン タ ー ン シ ッ プ ，

留 学 生 Ｐ Ｒ チ ー ム に よ る 海 外 向 け 情 報 発 信 な ど ， 様 々 な 事 業 を 実 施 し て

い る 。  

平 成 29年 度 の 取 り 組 み は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

○ 京 都 留 学 総 合 ポ ー タ ル サ イ ト 「 STUDY KYOTO」 を ７ 言 語 で 運 営 し 、

ニ ュ ー ス レ タ ー を 定 期 配 信  

○ 香 港 、タ イ で「 京 都 留 学 フ ェ ア 」を 開 催 し 、セ ミ ナ ー や 個 別 相 談 を

行 っ た ほ か 、 教 育 関 係 者 と の 意 見 交 換 会 を 開 催  

○「 留 学 生 Ｐ Ｒ チ ー ム 」を 設 置 し 、日 本 留 学 関 連 の 情 報 収 集 の 他 、ソ

ー シ ャ ル メ デ ィ ア を 活 用 し た 留 学 情 報 の 現 地 向 け 発 信 等 を 実 施  

○ 留 学 生 と 企 業 の 相 互 理 解 に よ る 採 用 促 進 及 び 就 職 後 の 定 着 を 図 る

こ と を 目 的 と し て ，留 学 生 が 企 業 の 現 場 で 就 業 体 験 が で き る プ ロ グ

ラ ム を 実 施  

○ 留 学 生 の た め の 多 言 語 賃 貸 住 宅 情 報 サ イ ト 「 Kyoto Housing Search 

for International Students 」 を 運 営  

○ 留 学 生 に よ る「 京 都 の 留 学 生 活 に 関 す る 動 画 」コ ン ペ を 開 催 し ，応

募 作 品 を 活 用 す る こ と で 海 外 向 け 情 報 発 信 を 強 化  

 

 

Ẽ ⌂  

 

ה ☻♃♦▫ Ⱡ♇♩꞉כ◒ ⁸ ₒ ₓ 

 

 

Ẽ  

 

ה ◒꜡☻ⱷ♦▫▪Ɽכ◒  

映 像 を 核 と し た ク ロ ス メ デ ィ ア 産 業 の 育 成 と 府 内 へ の 波 及 を 進 め る た

め 、 産 学 公 で 「 京 都 ク ロ ス メ デ ィ ア パ ー ク 推 進 会 議 」 を 設 置 し 、 こ の 推

進 会 議 の 下 、 拠 点 の 整 備 、 人 材 育 成 、 国 際 ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 、 府 域 に

波 及 効 果 を も た ら す 事 業 を 総 合 的 に 展 開 し て い る 。  

平 成 29年 度 は 、 太 秦 エ リ ア を 中 心 と し た 、 産 学 公 に よ る 「 人 材 育 成 ・

技 術 伝 承 」、「 産 学 協 同 研 究 開 発（ 映 像 制 作・編 集・配 信 等 の 技 術 開 発 ）」、

「 中 小 ・ ベ ン チ ャ ー 育 成 支 援 」 、 「 情 報 発 信 」 等 の 機 能 を あ わ せ 持 つ 一

大 メ デ ィ ア 産 業 拠 点 「 京 都 ク ロ ス メ デ ィ ア パ ー ク 」 を 形 成 し 、 新 産 業 ・

高 付 加 価 値 を 創 出 す る こ と に よ り 、 コ ン テ ン ツ 産 業 の 振 興 を 図 る こ と を

目 的 に 、 情 報 共 有 、 連 携 を 図 る た め 京 都 ク ロ ス メ デ ィ ア パ ー ク 推 進 会 議

を 開 催 し た 。ま た 、映 像 技 術・IoT技 術 の オ ー プ ン イ ノ ベ ー シ ョ ン シ ン ポ

ジ ウ ム を 京 都 ク ロ ス メ デ ィ ア パ ー ク 推 進 会 議 が 主 催 し 、 平 成 30年 3月 13

日 に 開 催 し た 。  
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 ( 3) ─ ╡ ╖─  

 

関 西 が 日 本 の 成 長 エ ン ジ ン と な る こ と を 目 指 し 、 古 く か ら の 蓄 積 を 活

か し た イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 に 向 け 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン を 支 え る 知 の 拠 点

整 備 事 業 、世 界 を リ ー ド す る バ ッ テ リ ー ス ー パ ー ク ラ ス タ ー 事 業 、中 堅・

中 小 企 業 の 海 外 展 開 支 援 事 業 、 文 化 産 業 振 興 事 業 に 関 す る 様 々 な 取 り 組

み が 行 わ れ た 。  

モ ニ タ リ ン グ 指 標 で は 、 2016年 の 特 許 登 録 件 数 の 全 国 に 占 め る 関 西 の

シ ェ ア は 18.3％ 、国 際 出 願（ PCT出 願 ）件 数 は 同 22.1％ で 、い ず れ も 2015

年 か ら の １ 年 間 で 上 昇 し て い る 。  

今 後 は 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン を 支 え る 知 の 拠 点 整 備 、 世 界 を リ ー ド す る バ

ッ テ リ ー ス ー パ ー ク ラ ス タ ー 、 中 堅 ・ 中 小 企 業 の 海 外 展 開 支 援 、 高 度 な

知 的 人 材 集 積 及 び 文 化 産 業 振 興 等 に 関 す る 取 り 組 み を 従 来 ど お り 進 め て

い く と と も に 、 医 療 イ ノ ベ ー シ ョ ン に よ る 健 康 ・ 医 療 産 業 の 成 長 エ ン ジ

ン 化 、 ナ レ ッ ジ キ ャ ピ タ ル な ど か ら 発 信 す る イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 な ど の

取 り 組 み も 進 め る こ と と す る 。  

 

  

     ◒꜡☻ⱷ♦▫▪Ɽכ◒        
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ה   ♩◒▼☺꜡ⱪ⇔⌂≡╙⅔ה

ủ ≢ ⅛⌂ ╩ ה ה ⇔⁸ ─ ╡≤

╩ ╖⁸ ≤⇔≡─ ≤ ─ ה ╩ ℮ ╩

 

ủ ─ ₁╩ ∆╢ ─♩כꜟ ⁸ ─

╛▪◒☿☻ ─ ⁸ ▬ⱬfi♩╩ ≤⇔√ ─

 

ủ ─ ╛⁸▬fiⱨꜝ♠כꜞ☼ⱶ⌂≥─♬ꜙכ♠כꜞ☼ⱶ─

ה  

 

 (1) ⸗♬♃ꜞfi◓ ⌐╟╢  

 

・ イ ン バ ウ ン ド の 推 移  

イ ン バ ウ ン ド （ 訪 日 外 客 ） の 数 は 全 国 的 に 増 加 し て お り 、 2017年 は 全

国 で は 約 2,870万 人 で 、 2012年 か ら の 5年 間 で 3.4 倍 の 伸 び を 示 し て い る 。 

関 西 に お け る 伸 び は 全 国 よ り 更 に 高 く 、2017年 は 約 1, 208万 人 で 対 2012

比 4.4 倍 、 同 じ く 大 阪 府 は 約 1, 110万 人 で 5. 5倍 と な っ て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

₈ ₉⁸ JNTO  

    β ה ─ × ה ┼─  

⁸ ┘ ─▬fiⱣ►fi♪─  

 

 

 (2) ⱪ꜡☺▼◒♩─ ╡ ╖  

歴 史・文 化・お も て な し プ ロ ジ ェ ク ト に 関 す る 各 機 関 の 主 な 取 り 組 み 事

例 の 実 績 は 、 下 記 の と お り で あ る 。  
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Ẽ ה ─ ה ≤ √⌂ ─ ה  

 

ה ☺○Ɽכ◒─ ⱶ☼ꜞכ♠○☺┘╟⅔ ⁸ ⁸ 

 

兵 庫 県 ・ 京 都 府 ・ 鳥 取 県 の ３ 府 県 ３ 市 ３ 町 に ま た が る 山 陰 海 岸 国 立 公

園 を 中 心 に 存 在 す る 地 質 遺 産 を 、 地 域 住 民 、 民 間 企 業 、 行 政 が 協 働 で 保

全 す る と と も に 、 研 究 教 育 に 活 用 し 、 地 域 の 歴 史 文 化 資 源 と 合 わ せ 、 魅

力 的 で 特 徴 の あ る ジ オ ツ ー リ ズ ム を 構 築 す る 。  

平 成 29年 度 の 主 な 取 り 組 み は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

○ 誘 客 層 の 絞 り 込 み と 周 遊 ル ー ト を 設 定 の 上 、宿 泊 、ア ク テ ィ ビ テ ィ 、

レ ン タ カ ー 予 約 を 促 進 す る プ ロ モ ー シ ョ ン を 展 開 し 、設 定 し た 周 遊

ル ー ト の 効 果 測 定 を 実 施  

○ 山 陰 海 岸 ジ オ パ ー ク ト レ イ ル ル ー ト の ジ オ パ ー ク エ リ ア 内 延 長 の

検 討 を 進 め る と と も に 、 そ の 魅 力 を 発 信  

○ ジ オ ツ ー リ ズ ム に よ る 地 域 活 性 化 を 促 進 す る た め 、ジ オ パ ー ク ガ イ

ド の 魅 力 向 上 や 資 質 向 上 を 図 る 団 体 の 取 組 を 支 援  

○ 自 然 体 験 指 導 者 の 資 質 向 上 を 図 る「 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト デ ィ レ ク タ

ー 養 成 講 座 」 の 開 催 を 支 援  

【 イ ベ ン ト 】 Ｐ Ｒ キ ャ ン ペ ー ン 首 都 圏 ・ 京 阪 神 等 5回  

【 保 護 保 全 】 活 動 支 援 16件 、 モ ニ タ リ ン グ 約 200カ 所  

【 教 育 研 究 】 学 術 研 究 奨 励 7件 、 児 童 ・ 生 徒 研 究 作 品 コ ン テ ス ト 127

点 、 ジ オ パ ー ク キ ャ ン プ 24人  

【 ツーリズム】 周 遊 促 進 プ ロ モ ー シ ョ ン 2回 (7/3 - 8/13、 9/25- 10/22)  

【 産 業 振 興 】 ビ ジ ネ ス ・ 体 験 メ ニ ュ ー 創 出 支 援 10件  

【 普 及 啓 発 】 フ ォ ー ラ ム 4回 、 フ ェ ス テ ィ バ ル 1.04万 人 参 加 、 キ ャ ラ

バ ン 1会 場  等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ה ─ ┼─ ─ ⁸  

文 化 庁 の 京 都 へ の 全 面 的 移 転 の 決 定 を 受 け 、 オ ー ル 関 西 ・ 京 都 の 力 を

集 結 し 、 円 滑 な 移 転 の 実 現 に 向 け た 検 討 や 諸 活 動 を 推 進 し て い る 。  

120km ►◊כ◒ כ♯◌∂℮⧵⅔   

☺○Ɽכ◒─ ─     
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平 成 29年 度 は 、 文 化 庁 の 移 転 場 所 や 時 期 、 機 能 強 化 の 方 向 性 等 が と り

ま と め ら れ た 「 新 ・ 文 化 庁 の 組 織 体 制 の 整 備 と 本 格 移 転 に 向 け て 」 を 受

け 、 文 化 庁 の 京 都 移 転 の 取 り 組 み を 加 速 す る と と も に 、 関 西 は も ち ろ ん

日 本 全 体 の 文 化 芸 術 の 振 興 や 文 化 に よ る 地 方 創 生 の よ り 一 層 の 推 進 を 図

っ た 。 具 体 の 取 り 組 み は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

○ 本 格 移 転 先 （ 京 都 府 警 察 本 部 本 館 ） 整 備 に 係 る 基 本 計 画 策 定  

○ 文 化 庁 京 都 移 転 に 係 る 機 運 醸 成 を 目 的 と し た パ ネ ル 、パ ン フ レ ッ ト

等 の 作 成 、 シ ン ポ ジ ウ ム の 開 催  

○ 京 都 府 及 び 京 都 市 主 催 事 業 等 に お け る 情 報 発 信 等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

ה ─fiכ♂ ⁸  

平 城 宮 跡 歴 史 公 園 は 、 平 成 20年 度 の 閣 議 決 定 に 基 づ き 、 「 古 都 奈 良 の

歴 史 的 ・ 文 化 的 景 観 の 中 で 、 平 城 宮 跡 の 保 存 と 活 用 を 通 じ て 、 “ 奈 良 時

代 を 今 に 感 じ る ” 空 間 」 と し て 事 業 を 進 め て い る 。 ま た 、 平 城 宮 跡 歴 史

公 園 の 拠 点 ゾ ー ン と な る 「 朱 雀 門 ひ ろ ば 」 に つ い て は 、 国 土 交 通 省 と 奈

良 県 が 連 携 し て 策 定 し た 「 平 城 宮 跡 歴 史 公 園 拠 点 ゾ ー ン 整 備 計 画 」 に 基

づ き 、 平 城 宮 跡 の 正 面 玄 関 と し て 整 備 を 行 っ て い る 。  

平 成 29年 度 の 取 り 組 み は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

○ 近 畿 地 方 整 備 局 事 業  

・平 城 宮 跡 歴 史 公 園 の 拠 点 ゾ ー ン と な る「 朱 雀 門 ひ ろ ば 」の 国 整 備

区 域 で あ る メ イ ン ス ト リ ー ト と な る「 朱 雀 大 路 」や 、朱 雀 門 の 前

を 東 西 に 走 る「 二 条 大 路 」を 整 備 す る と と も に 、朱 雀 大 路 東 側 地

区 に お い て 、展 示 館 と な る「 平 城 宮 い ざ な い 館 」の 建 築 工 事 等 を

行 い 、 平 成 30年 3月 24日 に 県 営 公 園 と 同 時 開 園  

○ 奈 良 県 事 業  

・平 城 宮 跡 歴 史 公 園 の 拠 点 ゾ ー ン と な る「 朱 雀 門 ひ ろ ば 」の 県 整 備

Ɽfiⱨ꜠♇♩ 

₈≈™⌐ ─ ₉  
ה  

◦fiⱳ☺►ⱶ─  
⁸  
ה  
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区 域 で あ る 朱 雀 大 路 西 側 地 区 に お い て 、公 園 工 事 、建 築 工 事 等 を

行 い 、 平 成 30年 3月 24日 に 国 営 公 園 と 同 時 開 園  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ẽ Ⱡ♇♩꞉כ◒ ה  

 

ה ♩כꜟ ₈ ─ ₉ ⁸

⁸ ⁸  

５ つ の 世 界 遺 産 と ７ つ の 絶 景 を は じ め と す る 関 西 の 持 つ 魅 力 と 風 土 に

ス ポ ッ ト を あ て 、 四 季 を 通 じ て 訪 日 ゲ ス ト 各 層 に 訴 求 で き る 「 日 本 の 美

に 出 会 う 基 本 （ モ デ ル ） コ ー ス 」 を 設 定 し 、 受 入 環 境 の 整 備 ・ 海 外 へ の

情 報 発 信 ・ 旅 行 商 品 の 造 成 等 の 促 進 を 図 る 。  

平 成 29年 度 の 取 り 組 み は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

○ 調 査 ・ マ ー ケ テ ィ ン グ  

・訪 日 外 国 人 の 周 遊 形 態 を 把 握 す る た め 、都 市 部 及 び 地 方 部 に お い

て 訪 日 外 国 人 へ の ヒ ア リ ン グ 調 査 を 実 施  

・「 訪 日 外 国 人 旅 行 者 の 動 向（ 関 西 ）」レ ポ ー ト を 月 次 及 び 四 半 期

次 毎 に 発 表  

・ 関 西 統 一 交 通 パ ス 「 KANSAI ONE PASS」 及 び 無 料 公 衆 無 線 Ｌ Ａ Ｎ

共 通 認 証 ア プ リ「 KANSAI Wi- Fi （ Off icial ）」の 利 用 履 歴 に よ る

動 態 分 析 を 実 施  

○ 受 入 環 境 の 整 備  

・既 存 の 宅 配 便 シ ス テ ム の 利 用 に 関 す る 多 言 語 マ ニ ュ ア ル 等 を 製 作  

           └╤┌─   ⁸  
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し 、 宿 泊 施 設 等 に 配 布  

・ 「 KANSAI ONE PASS」 の レ ギ ュ ラ ー 販 売 の 実 施  

・「 KANSAI Wi- Fi （ Official ）」の 利 用 者 数 増 加 及 び ア ク セ ス ス ポ

ッ ト 拡 大 に 向 け た Ｐ Ｒ 等 の 実 施  

○ 観 光 資 源 の 磨 き 上 げ  

・「 美 の 伝 説 」ル ー ト の 広 域 観 光 拠 点 地 区 12箇 所 を 中 心 に 自 治 体 ・

各 省 庁 か ら 着 地 型・体 験 型 素 材 を 収 集 す る と と も に 、収 集 し た 着

地 型 ・ 体 験 型 素 材 を も と に サ ブ コ ー ス 等 を 造 成 し 、 「 美 の 伝 説 」

特 設 ウ ェ ブ サ イ ト に て 公 開  

○ プ ロ モ ー シ ョ ン  

・「 美 の 伝 説 」ル ー ト の 各 種 取 り 組 み を 一 体 的・総 合 的 に 発 信 す る

ウ ェ ブ サ イ ト を 構 築  

・ 「 美 の 伝 説 」 ル ー ト の ガ イ ド ブ ッ ク を 多 言 語 に て 製 作 、 配 布  

・ 各 種 旅 行 博 へ の 出 展 、 メ デ ィ ア ・ 旅 行 会 社 招 請 の 実 施  

 

ה ⁸ ₒ ₓ 

 

☼כꜟ◒ה ─  

県 、 市 町 村 及 び 関 係 団 体 等 が 一 体 と な り 、 ク ル ー ズ 客 船 の 誘 致 や 各 種

施 策 の 取 り 組 み 、 受 入 を 行 う こ と に よ り 、 本 県 へ の ク ル ー ズ 客 船 の 寄 港

増 大 と 定 着 化 を 図 り 、 ク ル ー ズ 客 船 の 寄 港 に よ る 地 域 振 興 を 推 進 す る 。  

平 成 29年 6月 に「 和 歌 山 県 ク ル ー ズ 振 興 協 議 会 」を 設 立 し 、県 、市 町 村

及 び 関 係 団 体 等 と 連 携 し 、 和 歌 山 県 内 へ の ク ル ー ズ 船 の 誘 致 活 動 を 実 施

し た 。 具 体 的 に は 、 国 内 外 の 船 社 等 へ の 誘 致 活 動 の 実 施 、 船 社 等 の キ ー

マ ン を 和 歌 山 県 に 招 請 し 、 港 及 び 観 光 資 源 等 の PRの 実 施 及 び ク ル ー ズ 船

寄 港 時 の 補 助 制 度 を 創 設 し 、 誘 致 活 動 を 実 施 し た 。  

 

 

Ẽ ─  

 

ה Ɽ☻ 9 ⁸ ⁸  

関 西 へ の 訪 日 外 国 人 旅 行 者 の 受 入 環 境 整 備 の 一 環 と し て 、 訪 日 外 国 人

旅 行 者 向 け 関 西 統 一 交 通 パ ス「 KANSAI ONE PASS」を 創 設・販 売 し て い る 。

JR西 日 本 の 「 ICOCA」 を ベ ー ス と し た チ ャ ー ジ 式 交 通 ICカ ー ド で 、 「 ICO

CA」 エ リ ア や 「 PiTaPa」 エ リ ア な ど で 、 鉄 道 ・ バ ス を １ 枚 の カ ー ド で 周

遊 で き る 他 、専 用 の ウ ェ ブ サ イ ト で 関 西 全 域 の 観 光 ス ポ ッ ト 500か 所 以 上

を ４ 言 語 で 案 内 し 、う ち 約 300か 所 で は カ ー ド の 提 示 に よ っ て 優 待 特 典 が

受 け ら れ る 。今 後 、「 KANSAI ONE PASS」に よ る 回 遊 性 の 向 上 、消 費 意 欲

の 喚 起 、 お よ び 観 光 情 報 の 発 信 強 化 を 図 っ て い く 。  
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平 成 28年 度 に 実 証 実 験 と し て ス タ ー ト し 、 平 成 29年 度 か ら 本 格 的 に 販

売 を 開 始 し た 。 関 西 空 港 駅 を は じ め 京 阪 神 の 各 社 局 主 要 駅 19か 所 で 、 訪

日 外 国 人 旅 行 者 に 限 定 し て 1枚 2,000円 ( デ ポ ジ ッ ト 500円 を 含 む ) で 販 売

し た 。 平 成 29年 度 の 販 売 数 は 18万 枚 を 突 破 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ה  

道 頓 堀 に 代 表 さ れ る ミ ナ ミ エ リ ア は 、 大 阪 城 と 並 ん で 多 く の 観 光 客 が

訪 れ る 観 光 地 で あ る が 、 観 光 客 の 増 加 に 伴 い 観 光 バ ス が 急 増 し た こ と か

ら 、 日 本 橋 の 観 光 バ ス 乗 降 ス ペ ー ス 周 辺 で は 、 歩 道 上 に 滞 留 す る 観 光 客

と 歩 行 者 及 び 自 転 車 が 混 雑 し て お り 、 通 行 阻 害 が 発 生 し て い る 状 態 で あ

る 。 こ の た め 、 観 光 客 及 び 歩 行 者 等 の 安 全 ・ 安 心 を 確 保 す る た め 、 日 本

橋 観 光 バ ス 乗 降 ス ペ ー ス 付 近 の 歩 道 拡 幅 を 行 い 安 全 性 の 向 上 を 図 る 。  

平 成 29年 度 の 取 り 組 み と し て は 、 歩 道 拡 幅 工 事 に 向 け て 関 係 機 関 と 協

議・調 整 を 実 施 し 、10月 下 旬 に 工 事 契 約 を 締 結 し 、平 成 30年 8月 末 に 歩 道

拡 幅 の 完 成 予 定 と な っ て い る 。  

 

ה Ᵽ☻♃כⱵ♫ꜟ  

奈 良 公 園 周 辺 の 交 通 渋 滞 の 緩 和 、 周 遊 環 境 の 向 上 を 目 的 と し て 、 県 庁

東 側 に バ ス タ ー ミ ナ ル を 整 備 し て お り 、 平 成 30年 度 末 の 開 業 を 目 指 し て

い る 。 バ ス タ ー ミ ナ ル に は 、 観 光 バ ス の 待 ち 時 間 や 休 憩 時 間 を 快 適 に 過

ご せ る よ う 、 ア メ ニ テ ィ の 充 実 を 図 る と と も に 、 奈 良 公 園 や 周 辺 地 域 の

歴 史 ・ 文 化 を 体 験 、 学 習 で き る 機 能 を も た せ 、 奈 良 公 園 の 魅 力 を 一 層 充

実 さ せ る 。  

平 成 29年 7月 に 、建 物 工 事（ 建 築 、電 気 、機 械 、昇 降 機 設 備 工 事 ）に 着

手 し 、 平 成 29年 12月 に は 、 歴 史 展 示 施 設 の 製 作 に 着 手 す る と と も に 、 飲

食 物 販 施 設 の 公 募 を 開 始 し た 。  

 

 

 

KANSAI ONE PASS─♦◙▬fi      
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Ẽ ⌂≥┼─▪◒☿☻  

 

ה ꜝfi♪Ⱪꜞ♇☺ ₒ ₓ 

 

 

Ẽ ☻ⱳכ♠▬ⱬfi♩⌂≥╩ ⇔√ ה  

 

ⱪ2019♇◌♪ꜟכ꞉כⱦ◓ꜝה ⁸  

2019年 9月 22日 ～ 10月 13日 に 東 大 阪 市 花 園 ラ グ ビ ー 場 で 開 催 さ れ る ラ

グ ビ ー ワ ー ル ド カ ッ プ 2019日 本 大 会 に つ い て 、 共 同 開 催 者 で あ る 東 大 阪

市 や 公 益 財 団 法 人 ラ グ ビ ー ワ ー ル ド カ ッ プ 2019組 織 委 員 会 と と も に 、 開

催 に 向 け た 準 備 を 進 め る 。  

平 成 29年 度 に つ い て は 、 大 会 予 選 プ ー ル 組 分 け 抽 選 会 や 試 合 日 程 発 表

と い っ た 大 会 マ イ ル ス ト ー ン イ ベ ン ト の 開 催 に 合 わ せ た 広 報 プ ロ モ ー シ

ョ ン 活 動 を 展 開 す る と と も に 、 大 阪 環 状 線 車 両 へ の ラ ッ ピ ン グ 及 び 大

阪 ・ 花 園 開 催 中 吊 り 応 援 メ ッ セ ー ジ ポ ス タ ー の 掲 出 に よ る 大 会 告 知 活 動

を 展 開 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

─ꜝ♇Ⱨfi◓ ≤

╡ ⱷ♇☿כ☺ⱳ☻♃כ  
⁸  

Ɽ Ⱪꜞ♇◒ⱦꜙ

♩ⱬfi▬◒כ♩─≢◓fi▬כ  
⁸  

Ᵽ☻♃כⱵ♫ꜟ─ ▬ⱷכ☺    
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 ( 3) ─ ╡ ╖─  

 

関 西 の 豊 富 で 個 性 豊 か な 文 化 資 産 の 保 全 ・ 活 用 、 世 界 を 魅 了 す る 広 域

観 光 ル ー ト の 形 成 、 国 際 的 イ ベ ン ト を 契 機 と し た 情 報 発 信 等 を 目 指 し 、

歴 史 ・ 伝 統 文 化 の 継 承 ・ 活 用 と 新 た な 地 域 資 源 の 発 掘 ・ 育 成 事 業 、 観 光

ネ ッ ト ワ ー ク 強 化 ・ 形 成 事 業 、 外 国 人 旅 行 者 の 受 入 環 境 整 備 事 業 、 国 際

ス ポ ー ツ イ ベ ン ト な ど を 活 用 し た 交 流 ・ 集 客 等 促 進 事 業 に 関 す る 様 々 な

取 組 が 行 わ れ た 。  

モ ニ タ リ ン グ 指 標 は 、 平 成 28年 度 の 「 国 宝 ・ 重 要 文 化 財 の 指 定 件 数 」

を 今 年 度 は 「 イ ン バ ウ ン ド の 推 移 」 に 変 更 し た 。 こ れ は 、 前 者 は 「 ア ウ

ト プ ッ ト 指 標 」 （ 事 業 等 に よ る 直 接 的 な 成 果 物 ・ 事 業 量 を 表 す 指 標 ） に

相 当 す る も の で あ り 、 取 り 組 み の 成 果 を 捉 え る モ ニ タ リ ン グ 指 標 と し て

は 、 後 者 の よ う な 「 ア ウ ト カ ム 指 標 」 （ 事 業 等 に よ り 発 生 す る 効 果 ・ 成

果 を 表 す 指 標 ） が 適 切 で あ る た め で あ る 。  

イ ン バ ウ ン ド が 全 国 的 に 急 増 す る 中 に あ っ て 、 関 西 及 び 大 阪 府 の 伸 び

は 全 国 を 大 き く 上 回 り 、 2012年 ～ 2017年 の 5年 間 で 、 全 国 の 伸 び 率 3.4 倍

に 対 し 、 関 西 は 4.2 倍 、 大 阪 府 は 5.2 倍 で あ る 。 こ の 伸 び は 今 後 も 続 く こ

と が 予 測 さ れ 、国 は 東 京 オ リ ン ピ ッ ク・パ ラ リ ン ピ ッ ク が 開 催 さ れ る 2020

年 の 目 標 を 4,000万 人 に 置 い て い る 。  

今 後 は 、歴 史・伝 統 文 化 の 継 承・活 用 と 新 た な 地 域 資 源 の 発 掘・育 成 、

観 光 ネ ッ ト ワ ー ク 強 化 ・ 形 成 、 外 国 人 旅 行 者 の 受 入 環 境 整 備 、 国 際 ス ポ

ー ツ イ ベ ン ト （ ラ グ ビ ー ワ ー ル ド カ ッ プ 2019、 東 京 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ

リ ン ピ ッ ク 、 ワ ー ル ド マ ス タ ー ズ ゲ ー ム ズ 2021関 西 ） な ど を 活 用 し た 交

流 ・ 集 客 等 促 進 に 関 す る 取 り 組 み を 従 来 ど お り 進 め て い く と と も に 、 関

西 国 際 空 港 な ど へ の ア ク セ ス 強 化 の 取 り 組 み も 進 め る こ と と す る 。   
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 ₁
↕╪↕╪

╕∟≠ↄ╡ⱪ꜡☺▼◒♩ 

ủ ⁸ ⁸ ┘ ╩ ≤⇔√ ╩ ⇔⁸

⅜ ⇔√ ≢№╢≤™℮ ─ ╩ ⅛⇔⁸ ≡⁸ ה

╩ ↕∑╢≤≤╙⌐⁸ ⅜ ⇔⁸ ─ ™

╩ ⇔⁸ ⌐⅔™≡ ╙⅜ ⌐ ╠⇔╛∆™ ╛

╩  

 

 (1) ⸗♬♃ꜞfi◓ ⌐╟╢  

 

・ 保 育 所 待 機 児 童 数  

関 西 の 保 育 所 待 機 児 童 数 は 、2012年 の 3.9 千 人 を ピ ー ク に 減 少 し て い た

が 、2017年 は 対 前 年 か ら 約 16％ 増 の 3.7 千 人 と な っ て お り 、2014年 か ら ３

年 連 続 で 増 加 し て い る 。  

一 方 で 、東 京 都 の 2017年 の 保 育 所 待 機 児 童 数 は 8.5 千 人 で 、関 西 ２ 府 ４

県 全 体 の 2. 3倍 と 著 し く 多 い こ と か ら 、東 京 と 比 較 し て 関 西 は 子 ど も を 産

み 育 て や す く 、 出 産 後 も 働 き や す い 環 境 で あ る と い え る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

₈ ≤╡╕≤╘₉    

─  

 

 

 

 (2) ⱪ꜡☺▼◒♩─ ╡ ╖  

京 阪 神 燦 々
さ ん さ ん

ま ち づ く り プ ロ ジ ェ ク ト に 関 す る 各 機 関 の 主 な 取 り 組 み 事

例 の 実 績 は 、 下 記 の と お り で あ る 。  

 

 

 

 

2010 1 . 0 
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Ẽ ╩ ╘√ ─ꜞⱡⱬכ◦ꜛfi  

 

ה ─  

三 宮 駅 を 中 心 と し た 半 径 500m程 度 の 範 囲 に お い て 、 民 間 活 力 の 導 入 を

図 り な が ら 、 魅 力 的 で 風 格 あ る 都 市 空 間 を 創 出 す る 。 具 体 的 に は 、 人 と

公 共 交 通 優 先 の 空 間 「 三 宮 ク ロ ス ス ク エ ア 」 の 創 出 や 新 た な バ ス タ ー ミ

ナ ル の 整 備 な ど を 行 う こ と で 、 神 戸 の 玄 関 口 に ふ さ わ し い 駅 前 空 間 と し

て 整 備 を 行 う 。  

平 成 29年 度 の 取 り 組 み は 、 新 た な 中 ・ 長 距 離 バ ス タ ー ミ ナ ル の 整 備 に

向 け た 基 本 計 画 案 を 公 表 し た 。 さ ら に 、 神 戸 の 新 し い 象 徴 と な る 駅 前 空

間 で あ る 過 去「 え き ≈ま ち 空 間 」に 関 す る 基 本 計 画 の 策 定 に 向 け た 作 業 を

行 っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ẽ ₁╕∟≠ↄ╡╩ ⅎ╢  

 

ה ₒ ₓ 

 

ה 2 ₒ ₓ 

₈ⅎ⅝≈╕∟ ₉─     
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Ẽ ╕∟≠ↄ╡  

 

₈ה ↄ╕∟ה ₉ ─  

人 が 主 役 の 魅 力 あ る ま ち づ く り を 推 進 し ， 人 と 公 共 交 通 優 先 の 「 歩 く

ま ち・京 都 」の 実 現 を 目 指 し ，平 成 22年 1月 に「 歩 く ま ち・京 都 」総 合 交

通 戦 略 を 策 定 。戦 略 に 掲 げ る 3つ の 柱 の 下 ，94の 実 施 プ ロ ジ ェ ク ト を 推 進 。 

＜ 「 歩 く ま ち ・ 京 都 」 総 合 交 通 戦 略  3つ の 柱 ＞  

１ ． 既 存 の 公 共 交 通 を 再 編 強 化 し 、 使 い や す さ を 世 界 ト ッ プ レ ベ ル に

す る  〔 「 既 存 公 共 交 通 」 の 取 り 組 み 〕  

２ ． 歩 く 魅 力 を 最 大 限 に 味 わ え る よ う に 歩 行 者 優 先 の ま ち を つ く る  

〔 ｢ま ち づ く り ｣の 取り 組 み 〕  

３ ． 歩 い て 楽 し い 暮 ら し を 大 切 に す る ラ イ フ ス タ イ ル に 転 換 す る  

〔 ｢ラ イ フ ス タ イ ル ｣の 取り 組 み 〕  

平 成 29年 度 の 取 り 組 み は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

＜ 「 既 存 公 共 交 通 」 の 取 り 組 み ＞  

・ 京 都 駅 八 条 口 駅 前 広 場 の エ リ ア マ ネ ジ メ ン ト の 実 施  

＜ ｢ま ち づ く り ｣の 取り 組 み ＞  

・四 条 通 の 歩 行 者 数 は ，整 備 後 2年 が 経 過 し た 平 成 29年 10月 末 時 点 に お

い て ，整 備 前 に 比 べ て 約 1割 増 加 し て お り ，そ の 後 も 増 加 傾 向 は 継 続

し て い る 。 （ 平 成 29年 12月 末 現 在 ）  

＜ 「 ラ イ フ ス タ イ ル 」 の 取 り 組 み ＞  

・地 域 と 連 携 し た モ ビ リ テ ィ・マ ネ ジ メ ン ト を 3箇 所（ 上 京 区 ，左 京 区 ，

右 京 区 ） で 実 施  

 

 

Ẽ♬ꜙכ♃►fi─ ה  

 

ה ─fi►♃כꜙ♬ ⁸  

泉 北 ニ ュ ー タ ウ ン の 公 的 賃 貸 住 宅 の 再 生 な ど の 活 性 化 に 向 け て 広 域 的

に 取 り 組 む た め 、 大 阪 府 お よ び 堺 市 が 連 携 し 、 関 係 す る 公 的 団 体 と と も

に 協 議 ・ 検 討 及 び 事 業 を 行 う こ と を 目 的 と し て 、 「 泉 北 ニ ュ ー タ ウ ン 再

生 府 市 等 連 携 協 議 会 」を 平 成 22年 4月 に 設 立 し 、泉 ケ 丘 駅 前 地 域 等 の 活 性

化 、 公 的 賃 貸 住 宅 等 の 広 域 的 な 視 点 か ら の 再 生 に 関 す る 事 業 な ど を 実 施

し て い る （ 平 成 28年 4月 か ら 民 間 企 業 と し て 南 海 電 鉄 が 参 画 ） 。  

大 阪 府 住 宅 供 給 公 社 が 泉 北 ニ ュ ー タ ウ ン で 管 理 す る 賃 貸 住 宅 の 一 部 住

戸 に お い て 、 平 成 26年 度 か ら 28年 度 に か け て 堺 市 と 連 携 し て リ ノ ベ ー シ

ョ ン を 実 施 し た が 、 平 成 29年 度 か ら は 独 立 行 政 法 人 都 市 再 生 機 構 と も 連

携 し 、 リ ノ ベ ー シ ョ ン を 進 め て い る 。  
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ま た 戸 建 空 家 の 利 活 用 や 空 家 の 発 生 予 防 等 に つ い て 、 産 官 学 民 で 構 成

す る 「 泉 北 ニ ュ ー タ ウ ン 住 宅 リ ノ ベ ー シ ョ ン 協 議 会 」 と 堺 市 が 連 携 し て

取 り 組 み を 実 施 し て い る 。  

さ ら に 泉 北 ニ ュ ー タ ウ ン に 転 入 し た 若 年 夫 婦 ま た は 子 育 て 世 帯 に 対 し

堺 市 が 家 賃 補 助 を 行 っ て い る 。  

平 成 29年 度 の 取 り 組 み は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

○ 泉 ヶ 丘 駅 前 の 事 業 者 で 構 成 さ れ る 団 体 に 泉 北 ニ ュ ー タ ウ ン 再 生 府

市 等 連 携 協 議 会 が 参 画 し 、同 駅 前 地 域 の に ぎ わ い づ く り・フ ァ ン づ

く り を 目 的 に 、 イ ベ ン ト を 3回 実 施 し 、 他 に 環 境 ・ 美 化 活 動 等 も 行

っ た 。  

○ 大 阪 府 住 宅 供 給 公 社 及 び 独 立 行 政 法 人 都 市 再 生 機 構 と 堺 市 が 連 携

し 、 25戸 の リ ノ ベ ー シ ョ ン 住 戸 を 創 出 し た 。  

○ 建 築 家 や デ ザ イ ナ ー 等 か ら 住 宅 リ ノ ベ ー シ ョ ン を 行 う 上 で 必 要 な

知 識 を 体 系 的 に 学 べ る「 リ ノ ベ 暮 ら し 学 校 」を 泉 北 ニ ュ ー タ ウ ン 住

宅 リ ノ ベ ー シ ョ ン 協 議 会 主 催 で 計 5回 実 施 し た 。  

○ 堺 市 が 実 施 し て い る 家 賃 補 助 に 66件 の 新 規 申 込 み が あ っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

fi►♃כꜙ♬ ≤ꜞⱡⱬ ╠⇔ ─Ɽfiⱨ꜠♇♩  
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 ( 3) ─ ╡ ╖─  

 

京 都 市 、 大 阪 市 、 堺 市 及 び 神 戸 市 と そ の 周 辺 の 大 都 市 部 に お け る 生 活

環 境 の 向 上 を 目 指 し 、 主 要 駅 を 含 め た 都 市 機 能 の リ ノ ベ ー シ ョ ン 事 業 、

燦 々 ま ち づ く り を 支 え る 交 通 基 盤 事 業 、京 阪 神 ま ち づ く り 魅 力 向 上 事 業 、

ニ ュ ー タ ウ ン の 再 生 ・ 活 性 化 事 業 に 関 す る 様 々 な 取 り 組 み が 行 わ れ た 。

な お 、前 回 掲 載 し て い た「 職 場・保 育 施 設 等 が 近 接 す る ま ち づ く り 」（ 神

戸 市 ） に つ い て は 、 平 成 28年 度 に 事 業 が 完 了 し 、 神 戸 仕 事 ・ 子 育 て 両 立

支 援 拠 点 と し て 「 マ マ ス ク エ ア 神 戸 新 長 田 店 」 を 整 備 さ れ 、 母 親 の 就 労

支 援 と 子 育 て 支 援 、 商 店 街 の 活 性 化 が 図 ら れ た 。  

モ ニ タ リ ン グ 指 標 で は 、 関 西 に お け る 保 育 所 待 機 児 童 数 が 東 京 都 と 比

較 す れ ば 良 好 な 状 況 で は あ る も の の 、 2014年 以 降 は 増 加 傾 向 が 続 い て い

る 。  

今 後 は 、 育 児 ・ 医 療 ・ 福 祉 環 境 の 充 実 に よ る 誰 も が 住 み や す い 燦 々 ま

ち づ く り 事 業 も 含 め た 本 プ ロ ジ ェ ク ト に 係 る 各 主 要 事 業 に つ い て 、 個 別

施 策 や 事 業 を 各 構 成 機 関 が 従 来 ど お り 進 め る こ と と す る 。   
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ủ ╛ ╩ ⌂≥─ ─ ⌐ ⇔⁸

╩ ≤⇔√ Ⱡ♇♩꞉כ◒─ ╩ ╡≈≈ ─ ⌐ ∂√

─ ⌂≥⌐ ╡ ╖⁸₈◖fiⱤ◒♩ Ⱡ♇♩꞉₉◒כ─

╩  

ủ ╩ ⅎ√ Ⱡ♇♩꞉כ◒╩ ⇔⁸ ─

╩ ╘≤⇔√ ─ ╩ ╡⁸ ─ ╩ ה

 

 

 (1) ⸗♬♃ꜞfi◓ ⌐╟╢  

 

・ 立 地 適 正 化 計 画 策 定 の 取 り 組 み 状 況  

関 西 に お け る 立 地 適 正 化 計 画 の 策 定 に 向 け た 取 組 状 況 を み る と 、 平 成

30年 5月 時 点 で 59の 自 治 体 が 取 組 を 行 っ て お り 、こ の う ち 32の 自 治 体 が 計

画 を 作 成 ・ 公 表 し て い る 。  

作 成 済 の 自 治 体 は 大 阪 府 が 10市 で 最 も 多 く 、 平 成 28年 度 末 か ら 奈 良 県

で 3件 、 京 都 府 、 大 阪 府 及 び 兵 庫 県 で 各 2件 、 滋 賀 県 及 び 和 歌 山 県 で 計 1

件 、 計 11件 増 加 し て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⌐⅔™≡ ⌐ ╡ ╪∞  

 

 

 

 (2) ⱪ꜡☺▼◒♩─ ╡ ╖  

地 方 都 市 活 力 ア ッ プ プ ロ ジ ェ ク ト に 関 す る 各 機 関 の 主 な 取 り 組 み 事 例

の 実 績 は 、 下 記 の と お り で あ る 。  
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Ẽ◖fiⱤ◒♩◦♥▫ ⌐╟╢  

 

ה  

ま ち 全 体 を 活 気 づ か せ る 中 心 市 街 地 の に ぎ わ い 創 出 と 都 市 機 能 の 集 約

に よ る コ ン パ ク ト で 便 利 な ま ち の 形 成 に 向 け 、 公 共 施 設 の 再 配 置 や ま ち

な か 観 光 を 推 進 す る 。  

平 成 29年 度 の 取 り 組 み と し て 、 文 化 複 合 施 設 の 整 備 に 向 け て 基 本 設 計

及 び 地 質 調 査 業 務 を 実 施 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ה ꞉כ◔כ◦ꜛfiⱪ꜡☺▼◒♩  

情 報 通 信 技 術 （ Ｉ Ｃ Ｔ ） を 活 用 し た 新 し い 働 き 方 の 一 つ で あ る ワ ー ケ

ー シ ョ ン ※ を 全 国 に 先 駆 け て 提 唱 、推 進 。和 歌 山 県 が ワ ー ケ ー シ ョ ン の 最

適 な 環 境 を 有 す る こ と を 積 極 的 に Ｐ Ｒ す る 。  

平 成 29年 度 の 取 り 組 み は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

○ 平 成 29年 8月 2日 に ワ ー ケ ― シ ョ ン 等 に 関 す る 東 京 フ ォ ー ラ ム を 開

催 し 、大 手 企 業 、ICT企 業 等 の 取 締 役 、執 行 役 員 級 を 中 心 に 132名 が

参 加  

○ ワ ー ケ ― シ ョ ン 体 験 会 を 実 施 し 、 12社 17名 が 参 加  

○ Ｐ Ｒ ビ デ オ を 制 作 し 、 Ｐ Ｒ ツ ー ル と し て 活 用  

○ Ｗ Ｅ Ｂ サ イ ト を 開 設  

 ※ ワ ー ケ ― シ ョ ン と は 、 ワ ー ク （ 仕 事 ） と バ ケ ー シ ョ ン （ 休 暇 ） を 掛 け 合 わ せ た 欧

米 発 の 造 語 で あ り 、 休 暇 等 も か ね て リ ゾ ー ト 地 等 環 境 の 良 い 場 所 で 一 定 期 間 働 く

こ と 。  
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Ẽ ─  

 

ה ה ─ ─ ⁸ ⁸

⁸ ⁸ ⁸ ⁸  

京 都 府 北 部 地 域 圏 域 全 体 の 経 済 成 長 や 高 次 の 都 市 機 能 の 集 積 ・ 強 化 、

生 活 関 連 機 能 の サ ー ビ ス を 向 上 し 、 新 た な 連 携 都 市 圏 の 形 成 を 進 め て い

て い く た め 、 圏 域 内 企 業 の 異 業 種 間 連 携 の 促 進 や 地 域 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク

の 構 築 、 公 共 施 設 の 相 互 利 用 ・ 高 度 化 に 向 け た 取 り 組 み 等 を 推 進 す る 。  

平 成 29年 度 の 取 り 組 み は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

【 京 都 府 北 部 地 域 連 携 都 市 圏 ビ ジ ョ ン の 策 定 】  

5市 2町 そ れ ぞ れ が 有 す る 強 み を 活 か し 、 連 携 と 協 力 に よ り 役 割 分 担

と 機 能 強 化 を 図 る と と も に 、 公 共 交 通 等 の ネ ッ ト ワ ー ク の 利 便 性 を 向

上 さ せ る こ と で 、 都 会 に は な い 豊 か で 文 化 的 な 生 活 環 境 を 有 す る 30万

人 連 携 都 市 圏 の 実 現 の た め の 指 針 と し て 策 定 。  

＜ ７ つ の 重 点 プ ロ ジ ェ ク ト （ “ 北 の 京 都 ” 七 つ 星 プ ロ ジ ェ ク ト ） ＞  

① 海 の 京 都 Ｄ Ｍ Ｏ プ ロ ジ ェ ク ト 、 ② 地 域 産 業 活 性 化 プ ロ ジ ェ ク ト 、

③ 地 域 人 材 環 流 プ ロ ジ ェ ク ト 、 ④ 京 都 府 北 部 Ｕ Ｉ タ ー ン プ ロ ジ ェ ク

ト「 た ん た ん タ ー ン 」、⑤ 行 政 サ ー ビ ス シ ー ム レ ス 化 プ ロ ジ ェ ク ト 、

⑥ リ ダ ン ダ ン シ ー 機 能 強 化 プ ロ ジ ェ ク ト 、 ⑦ 地 域 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク

高 度 化 プ ロ ジ ェ ク ト  

【 関 連 事 業 の 実 施 】  

○ 農 商 ビ ジ ネ ス マ ッ チ ン グ  

 ・ 与 謝 野 町 及 び 京 都 市 で ビ ジ ネ ス 商 談 会 等 を 開 催 （ 4回 の べ 148事 業

者 が 参 加 ）  

○ 合 同 企 業 説 明 会  

 ・ 5月 に 京 都 市 内 で 開 催 （ 122社 が 出 展 ）  

○ 地 域 ブ ラ ン デ ィ ン グ  

 ・ 移 住 意 向 者 の 意 識 調 査 ・ 分 析 、 タ ー ゲ ッ ト 別 に 効 果 的 な 情 報 発 信

を 実 施  

 

 

Ẽ ╩ ┬Ⱡ♇♩꞉כ◒  

 

ה  

地 域 特 性 や 実 情 に 応 じ た 最 適 な 生 活 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク を 確 保 ・ 維 持 す

る た め 、 地 域 間 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 す る 地 域 間 幹 線 系 統 、 幹 線 バ ス

等 の 地 域 間 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク と 密 接 な 地 域 内 の バ ス 交 通 ・ デ マ ン ド 交 通

の 運 行 に つ い て 支 援 を 行 う こ と で 、 地 域 公 共 交 通 の 活 性 化 を 図 る 。  
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平 成 29年 度 の 取 り 組 み は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

【 平 成 29年 度 の 支 援 実 績 】  

○ 幹 線 系 統 補 助 ・ ・ ・ 148系 統 （ 数 字 ）  

○ フ ィ ー ダ ー 系 統 補 助 ・ ・ ・ ・ 滋 賀 県 63系 統 、 京 都 府 27系 統 、 兵 庫

県 173系 統 、大 阪 府 7系 統 、奈 良 県 91

系 統 、 和 歌 山 県 42系 統  

○ 調 査 事 業 （ 計 画 策 定 事 業 ） ・ ・ ・ 11件  

○ 調 査 事 業 （ 計 画 推 進 事 業 ） ・ ・ ・ 9件  

○ 再 編 推 進 事 業 （ 再 編 計 画 策 定 事 業 ） ・ ・ ・ 2件  

【 平 成 29年 度 地 域 公 共 交 通 網 形 成 計 画 策 定 件 数 】（ 平 成 30年 3月 末 現 在 ） 

滋 賀 県 2件 、 大 阪 府 2件 、 兵 庫 県 4件 、 奈 良 県 1件  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ה ─  

【 JR関 西 本 線 （ 加 茂 以 東 ） 沿 線 地 域 公 共 交 通 網 形 成 計 画 】  

JR関 西 本 線 （ 加 茂 以 東 ） 沿 線 地 域 の 課 題 （ 鉄 道 な ど 公 共 交 通 の 利 用 者

の 減 少 、 若 年 層 の 定 住 促 進 、 少 子 化 及 び 高 齢 化 の 進 行 、 高 齢 者 の 運 転 免

許 の 返 納 促 進 な ど ）の 解 決 や 鉄 道 駅 周 辺 の 賑 わ い づ く り を 目 的 と し た「 駅

再 生 プ ロ ジ ェ ク ト 」 、 お 茶 の 文 化 ・ 魅 力 を 発 信 す る 「 お 茶 の 京 都 」 の 推

進 に よ る 交 流 人 口 増 加 に 対 応 す る た め 、JR関 西 本 線 を 基 軸 と す る 3町 村 を

一 つ の 計 画 圏 域 と し て 基 幹 交 通 （ JR関 西 本 線 、 基 幹 交 通 バ ス ） と 区 域 内

交 通 （ 町 村 営 バ ス 等 ） か ら な る 公 共 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 再 構 築 を 目 指 す

た め 、 平 成 29年 度 か ら の 5年 間 の 計 画 を 策 定 。  

 

 
ה ה ה ה   

    

 

    

ה ה ה JR  

ה ה ה JR  

ה ה ה ה ה ה  ה

ה ♃fi◗  

     

 

    

 √≈─    

ה ה ה  ה №╦∂  

    

     

     

─ 30 3  
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【 JR山 陰 本 線 （ 園 部 ～ 綾 部 ） 沿 線 地 域 公 共 交 通 網 形 成 計 画 】  

JR山 陰 本 線 （ 園 部 ～ 綾 部 ） 沿 線 地 域 の 課 題 （ 鉄 道 な ど 公 共 交 通 の 利 用

者 の 減 少 、 鉄 道 の 複 線 化 に よ る 広 域 通 勤 ・ 通 学 の 利 便 性 向 上 、 若 年 層 の

定 住 促 進 、少 子 化 及 び 高 齢 化 の 進 行 、高 齢 者 の 運 転 免 許 の 返 納 促 進 な ど ）

の 解 決 や 鉄 道 駅 や 駅 周 辺 の 賑 わ い づ く り を 目 的 と し た 「 駅 再 生 プ ロ ジ ェ

ク ト 」 の 推 進 、 外 国 人 観 光 客 の 増 加 、 高 速 パ ー キ ン グ エ リ ア の 開 設 に 伴

う 高 速 バ ス の 活 用 可 能 性 に 対 応 す る た め 、JR山 陰 本 線 を 基 軸 と す る 3市 町

を 一 つ の 計 画 圏 域 と し て 基 幹 交 通 （ JR山 陰 本 線 、 基 幹 交 通 バ ス ） と 区 域

内 交 通 （ 地 域 内 の バ ス や タ ク シ ー 等 ） か ら な る 公 共 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の

再 構 築 を 目 指 す た め 、 平 成 29年 度 か ら の 5年 間 の 計 画 を 策 定 。  

平 成 29年 度 は 、 計 画 に 基 づ い て 以 下 の 事 業 を 推 進 し た 。  

○ 駅 再 生 事 業 の 着 手  

○ 相 楽 東 部 広 域 バ ス の 運 行 開 始 等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ה ⁸ ₒ ₓ 

 

 

Ẽ ╙⅜™⅝™⅝≤ ╖ ↑╠╣╢ ─╕∟≠ↄ╡  

 

₈ה ─ ─₉כ♃fi☿≥↕╢┤ה⇔╠← ╡ ╖  

京 都 ・ 大 阪 ・ 東 京 に 相 談 窓 口 を 設 置 し 、 個 別 相 談 を 通 じ て 府 内 の 農 山

漁 村 地 域 の 魅 力 や 田 舎 ぐ ら し 、 住 宅 情 報 等 を 提 供 し て い る 市 町 村 窓 口 を

紹 介 す る 。 大 阪 ・ 東 京 の 相 談 窓 口 に は 、 京 都 移 住 コ ン シ ェ ル ジ ュ を 配 置

し 、 移 住 希 望 者 に 対 し 、 個 別 相 談 か ら 現 地 案 内 、 地 域 定 着 ま で を 伴 走 支

援 す る 。  

ま た 、 大 阪 ・ 東 京 な ど 都 市 部 で の 相 談 会 の 他 、 京 の 田 舎 ぐ ら し に 関 す

る セ ミ ナ ー や 現 地 ツ ア ー を 開 催 す る と と も に 、 ホ ー ム ペ ー ジ や メ ー ル レ

タ ー 等 に よ り 積 極 的 か つ 効 果 的 な 情 報 発 信 を 行 い 、 京 都 府 内 の 農 山 漁 村

地 域 へ の 移 住 の 支 援 を 行 う 。  

    Ᵽ☻    
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平 成 29年 度 は 、 京 都 ・ 大 阪 ・ 東 京 窓 口 に て 移 住 希 望 者 の 相 談 対 応 を 行

い 、 具 体 的 に 住 ま い や 仕 事 等 を 探 す 移 住 希 望 者 に つ い て は 、 地 域 と の 調

整 を 行 い 、 現 地 案 内 を 行 っ た 。 ま た 、 都 市 部 に お け る セ ミ ナ ー や 京 都 府

内 各 地 域 で の 現 地 ツ ア ー な ど を 年 間 51回 開 催 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ẽ♪◒♃כⱫꜞ─ ה  

 

ꜞⱫכ♃◒♪ה  

重 篤 患 者 の 救 命 率 の 向 上 や 後 遺 症 の 軽 減 を 図 る た め 、 全 国 に 先 駆 け て

ド ク タ ー ヘ リ を 運 航 し 、 関 西 広 域 連 合 ド ク タ ー ヘ リ と の 相 互 応 援 協 定 に

加 え 、 奈 良 県 と の 共 同 運 航 、 三 重 県 と の 相 互 応 援 に よ り 二 重 三 重 の セ ー

フ テ ィ ネ ッ ト を 構 築 し て い る 。  

平 成 29年 度 の 取 り 組 み は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

○ 平 成 29年 4月 ～ 平 成 30年 3月 の 間 に 412回 の 出 動  

○ 他 県 へ の 出 動 ： 5回  

○ 他 県 か ら の 応 援 ： 6回  

（ 参 考 ） 関 西 広 域 連 合 ド ク タ ー ヘ リ の 状 況 （ 和 歌 山 県 含 む ）  

   ○ 保 有 機 数 ： 7機  

  ○ 平 成 29年 4月 ～ 平 成 30年 3月 の 間 に 4, 333回 の 出 動  

 

 

 

 

 

♩♇꜠ⱨכꜞ       
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 ( 3) ─ ╡ ╖─  

 

京 阪 神 都 市 圏 の 周 辺 や 地 方 部 の 都 市 に お け る 生 活 環 境 の 向 上 を 目 指 し 、 

コ ン パ ク ト シ テ ィ 化 に よ る 地 方 都 市 活 性 化 事 業 、 連 携 中 枢 都 市 圏 等 の 形  

成 事 業 、 都 市 間 を 結 ぶ ネ ッ ト ワ ー ク 強 化 事 業 、 誰 も が い き い き と 住 み 続

け ら れ る 地 方 の ま ち づ く り 事 業 、 ド ク タ ー ヘ リ の 活 用 ・ 充 実 事 業 に 関 す

る 様 々 な 取 り 組 み が 行 わ れ た 。 な お 、 前 回 掲 載 し て い た 「 フ ル ー ツ ・ フ

ラ ワ ー パ ー ク 「 道 の 駅 」 整 備 事 業 」 （ 神 戸 市 ） に つ い て は 、 平 成 28年 度

に 事 業 が 完 了 し 、 農 漁 業 の Ｐ Ｒ 、 防 災 機 能 の 拡 充 、 イ ン バ ウ ン ド 観 光 機

能 の 強 化 が 図 ら れ た 。  

モ ニ タ リ ン グ 指 標 で は 、 立 地 適 正 化 計 画 を 作 成 ・ 公 表 し た 自 治 体 が 、

平 成 28年 度 か ら 新 た に 3件 増 加 し て い る 。  

今 後 は 、 地 方 の 強 み を 活 か し た 地 域 産 業 活 力 ア ッ プ 事 業 も 含 め た 本 プ

ロ ジ ェ ク ト に 係 る 各 主 要 事 業 に つ い て 、 各 構 成 機 関 が 各 主 要 事 業 の 個 別

施 策 ・ 事 業 を 従 来 ど お り 進 め る こ と と す る 。  
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 ™⅝™⅝ⱪ꜡☺▼◒♩ 

ủ ╩ ╘≤∆╢ ⌐⅔™≡⁸ ☻ⱦכ◘ ╩

≢⅝╢₈ ↕⌂ ₉╩ ⇔⁸ ⌐ ⌂ ⌂≥╩

∆╢↓≤≢ ─ ╛ ─ ╩ ╢ 

ủ ⌂≥╩ ∂√ ≤ ─ ה ╩ ⇔⁸

⅛╠─ ה ╩ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ⌂ ╩

 

 

 (1) ⸗♬♃ꜞfi◓ ⌐╟╢  

 

ה Ⱪꜝfi♪  

地 域 ブ ラ ン ド （ 地 域 団 体 商 標 登 録 ） は 、 全 国 で 621件 （ 平 成 30年 1月 31

日 現 在 ）が 登 録 さ れ て お り 、そ の う ち 約 4分 の 1（ 145件 、対 全 国 比 23. 3％ ）

が 関 西 各 府 県 か ら の 登 録 で あ る 。 関 西 の 中 で は 、 京 都 府 が 4割 強 （ 63件 ）

を 占 め 、 兵 庫 県 も 約 4分 の １ （ 36件 ） と 多 い 。  

平 成 29年 3月 31日 時 点 か ら 10ヶ 月 間 の 変 化 を 見 る と 、全 国 の 登 録 件 数 は

19件 増 え て お り 、 こ の う ち 関 西 各 府 県 か ら は 3件 増 え て い る 。  

 

 

─ Ⱪꜝfi♪  

 

 ᵑ  H29.3 .3 1 ᵒ  H30. 1.31  ᵑҜᵒ─  

 11 11 0 

 62 63 1 

 11 11 0 

 34 36 2 

 11 11 0 

 13 13 0 

 142 145 3 

 602 621 19 

HP 
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─ Ⱪꜝfi♪ 30 31  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HP 

 

 

 

(2) ⱪ꜡☺▼◒♩─ ╡ ╖  

農 山 漁 村 い き い き プ ロ ジ ェ ク ト に 関 す る 各 機 関 の 主 な 取 り 組 み 事 例 の

実 績 は 、 下 記 の と お り で あ る 。  

 

Ẽ₈ ↕⌂ ₉─  

 

₈ה ─ ┤╣№™ ₉  

特 産 品 の 発 掘 、 観 光 開 発 等 に よ る 地 域 産 業 の 振 興 を 図 る ふ る さ と づ く

り の 拠 点 施 設 と し て 、 都 市 住 民 等 と の 心 ふ れ あ う 交 流 を 促 進 し 、 地 域 の

基 幹 産 業 で あ る 農 林 業 を 活 性 化 さ せ る と と も に 、 観 光 案 内 等 サ ー ビ ス 機

能 の 充 実 に よ り 、地 域 内 に 点 在 す る 観 光 施 設 な ど に 都 市 住 民 を 誘 導 す る 。 

ま た 、 地 域 住 民 の 生 活 を 支 え る 日 常 的 な 買 い 物 、 行 政 窓 口 、 診 療 所 、

保 健 福 祉 セ ン タ ー な ど 様 々 な サ ー ビ ス が 提 供 さ れ る 「 小 さ な 拠 点 」 機 能
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を 充 実 さ せ る こ と で 、 住 民 の 利 便 性 の 向 上 を 図 る 。  

平 成 29年 度 は 、 道 の 駅 の 機 能 と サ ー ビ ス 向 上 の た め 、 美 山 ふ る さ と 株

式 会 社 や 美 山 町 観 光 協 会 、 平 屋 振 興 会 な ど で 組 織 さ れ た 道 の 駅 美 山 ふ れ

あ い 広 場 活 性 化 連 絡 協 議 会 に よ る 将 来 構 想 づ く り 、 美 化 活 動 、 交 流 イ ベ

ン ト な ど を 実 施 し 、 道 の 駅 の 魅 力 向 上 に 努 め た 。 あ わ せ て 、 高 齢 者 の サ

ー ク ル 活 動 、 ミ ニ デ イ サ ー ビ ス 、 子 ど も た ち の 放 課 後 活 動 も 行 わ れ 、 地

域 住 民 の ふ れ あ い の 場 と し て の 活 用 を 図 っ た 。  

そ の 他 、 里 地 里 山 の 文 化 の 発 信 拠 点 と な る 国 定 公 園 の ビ ジ タ ー セ ン タ

ー を 道 の 駅 内 に 整 備 し て い る 。  

 

ה ꞉כ◔כ◦ꜛfiⱪ꜡☺▼◒♩ ₒ ₓ 

 

 

Ẽ ╩™⅝™⅝↕∑╢Ⱡ♇♩꞉כ◒  

 

ה ⁸ ₒ ₓ 

 

ה ─ ₒ ₓ 

 

 

Ẽ ≥↕╢┤ה⇔↓⅔  

 

╠⌂ה ≤ ─  

奈 良 県 の 農 業 振 興 を 図 り 、 奈 良 の 美 味 し い 「 食 」 づ く り の 取 り 組 み を

推 進 す る た め 、 な ら 食 と 農 の 魅 力 創 造 国 際 大 学 校 を 開 校 。 農 業 ・ 農 作 物

に 関 す る 知 識 を 持 っ た 食 の 担 い 手 を 育 成 す る 「 フ ー ド ク リ エ イ テ ィ ブ 学

科 」 と 、 高 度 な 農 業 技 術 が あ り 農 業 経 営 セ ン ス の 優 れ た 農 の 担 い 手 を 育

成 す る「 ア グ リ マ ネ ジ メ ン ト 学 科 」を 設 置・運 営 し 、生 産・調 理・加 工 ・

流 通 な ど を 担 う 次 世 代 の 「 食 」 と 「 農 」 の ト ッ プ ラ ン ナ ー を 育 成 す る 。  

平 成 29年 度 の 学 生 数 は 2学 年 で 計 66名 と な っ た 。フ ー ド ク リ エ イ テ ィ ブ

学 科 で は 、併 設 す る オ ー ベ ル ジ ュ（ オ ー ベ ル ジ ュ・ド・ぷ れ ざ ん す  桜 井 ）

で の 実 践 実 習 を 始 め 、 専 門 講 師 に よ る 調 理 実 習 の ほ か 校 内 農 場 で の 農 業

実 習 を 実 施 し た 。 ア グ リ マ ネ ジ メ ン ト 学 科 で は 、 農 業 技 術 の 習 得 は も と

よ り 、 農 産 物 の 生 産 流 通 シ ス テ ム や ６ 次 産 業 化 を 考 え る 力 を 身 に 付 け る

カ リ キ ュ ラ ム を 実 施 し た 。  

ま た 、 短 期 研 修 と し て フ ー ド ア ド バ ン ス 研 修 （ 3日 間 、 修 了 者 9名 ） 、

ア グ リ チ ャ レ ン ジ 研 修 （ 40日 間 、 修 了 者 17名 ） 、 農 業 機 械 安 全 使 用 研 修

（ 6回 、修 了 者 54名 ）を 実 施 し た 。さ ら に 、公 開 講 座 と し て「 五 感 で 楽 し

む フ ラ ン ス 料 理 の 世 界 」（ 5月 、受 講 者 76名 ）、「 必 見 ！ 日 本 人 シ ェ フ が

世 界 で 勝 つ た め に は ～ グ ロ ー バ ル 人 材 に な る 方 法 ～ 」（ 6月 、受 講 者 77名 ）、
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「 シ ャ ン パ ー ニ ュ と 料 理 の マ リ ア ー ジ ュ 」 （ 11月 、 受 講 者 69名 ） 、 「 グ

ロ ー バ ル GAPに つ い て の 基 礎 知 識 と し て の 概 論 」（ 12月 、受 講 者 65名 ）を

開 催 し た⁹ 30 3 ⌐│ ─ ⅜32 ⇔⁸ⱨכ♪◒

ꜞ◄▬♥▫Ⱪ ≢│⁸ ⌂꜠☻♩ꜝfi┼─ ⁸▪◓ꜞⱴⱠ☺ⱷfi

♩ ≢│⁸ ≢ ╩ ╘╢⌂≥⁸↓╣⅛╠─₈ ₉≤₈ ₉╩

℮ ≤⇔≡ ⅜ ↕╣≡™╢⁹  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ẽ ™  

 

ה ─  

女 性 が 農 業 経 営 の 主 力 と し て 活 躍 す る 経 営 体 を 増 加 さ せ る た め に 、 次

世 代 の 女 性 農 業 者 を 対 象 に し た セ ミ ナ ー の 実 施 や ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 、

農 産 加 工 や 販 売 等 の 起 業 活 動 を 支 援 す る 。  

平 成 29年 度 は 、 新 た に 農 業 参 入 を 目 指 す 女 性 を 対 象 に 週 末 起 業 セ ミ ナ

ー （ 全 3回 ） や 農 業 経 営 セ ミ ナ ー （ 全 4回 ） を 開 催 す る と と も に 、 女 性 農

業 者 の 交 流・ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 に 向 け て 女 性 農 業 者 セ ミ ナ ー（ 2回 ）を

開 催 し た 。ま た 、農 産 加 工 品 の 開 発 な ど の 新 た な チ ャ レ ン ジ を 行 う 4経 営

体 に 対 す る 支 援 を 行 っ た ほ か 、グ ロ ー バ ル な 視 点 を も つ 人 材 育 成 の た め 2

名 の 女 性 農 業 者 を 海 外 へ 派 遣 し た 。  

 

 

Ẽ™⅝™⅝≤ ╠∆  

 

₈ה ─ ─₉כ♃fi☿≥↕╢┤ה⇔╠← ╡ ╖ ₒ ₓ 

 

 

⌂╠ ≤ ─  

ⱨכ♪◒ꜞ◄▬♥▫Ⱪ ─  
 

⌂╠ ≤ ─  

▪◓ꜞⱴⱠ☺ⱷfi♩ ─  
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 ( 3) ─ ╡ ╖─  

 

農 山 漁 村 に お け る 生 活 環 境 の 向 上 及 び 移 住 ・ 定 住 促 進 に よ る 持 続 可 能

な 地 域 社 会 の 構 築 を 目 指 し 、 「 小 さ な 拠 点 」 の 形 成 事 業 、 農 山 漁 村 を い

き い き さ せ る ネ ッ ト ワ ー ク 形 成 事 業 、 地 域 お こ し ・ ふ る さ と 起 業 支 援 事

業 、 農 業 担 い 手 確 保 事 業 、 い き い き と 暮 ら す 農 山 漁 村 促 進 事 業 に 関 す る

様 々 な 取 り 組 み が 行 わ れ た 。  

モ ニ タ リ ン グ 指 標 で は 、平 成 30年 1月 末 現 在 に お い て 関 西 の 各 府 県 が 登

録 し た 地 域 ブ ラ ン ド （ 地 域 団 体 商 標 登 録 ） の 件 数 は 、 全 登 録 件 数 の 約 4

分 の 1を 占 め て お り 、 平 成 28年 度 末 か ら の 10ヶ 月 で 関 西 の 登 録 件 数 は 3件

増 加 し て い る 。  

当 プ ロ ジ ェ ク ト に 掲 げ ら れ た 5つ の 主 要 事 業 の い ず れ に お い て も 平 成

29年 度 に 取 り 組 み が 行 わ れ て お り 、 今 後 も 各 構 成 機 関 が 各 主 要 事 業 の 個

別 施 策 ・ 事 業 を 従 来 ど お り 進 め る こ と と す る 。  
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ה  ⱪ꜡☺▼◒♩ 

ủ ♩ꜝⱨ ╛ ╩ ╘≤⇔√ ─ ⌐ ⇔⁸ ₁

─ ה ╛ ⌐ ⅎ╢ ╩ ∆╢√╘⁸Ɫה♪כ♁ⱨ♩

─ ⌂ ∑⌐╟╢ ה ╩  

ủ ₁ ∆╢▬fiⱨꜝ─ ┼─ ≤⇔≡⁸▬fiⱨꜝ

╩ ⇔⁸ ה ה ה ╩ ה ⌐ ℮  

 

 (1) ⸗♬♃ꜞfi◓ ⌐╟╢  

 

・ ハ ザ ー ド マ ッ プ の 公 表 状 況  

平 成 29年 3月 時 点 の 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ の 公 表 状 況 は 、関 西 で は 対 象 自

治 体 の 全 て が 公 表 済 で あ る 。  

一 方 、 土 砂 災 害 ハ ザ ー ド マ ッ プ に つ い て は 、 滋 賀 県 及 び 兵 庫 県 は 全 て

の 自 治 体 が 、大 阪 府 及 び 奈 良 県 に お い て も 9割 以 上 の 自 治 体 が 公 表 済 で あ

る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    Ɫ◙כ♪ⱴ♇ⱪ╩ ה ⇔≡™╢ ─ 29 3  

 

Ɫ◙כ♪ⱴ♇ⱪ  

Ɫ◙כ♪ⱴ♇ⱪ  
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(2) ⱪ꜡☺▼◒♩─  

関 西 強 靭 化・防 災 連 携 プ ロ ジ ェ ク ト に 関 す る 各 機 関 の 主 な 取 組 事 例 の 実

績 は 、 下 記 の と お り で あ る 。  

 

Ẽ ♩ꜝⱨ ╛ ─ ה  

 

ה ─ ─  

津 波 に よ る 浸 水 を 防 ぐ た め 、 防 潮 堤 の 液 状 化 対 策 を 実 施 。 満 潮 時 に 地

震 直 後 か ら 浸 水 の 危 険 性 の あ る 防 潮 堤 は H28年 度 ま で 、津 波 を 直 接 防 御 す

る 第 一 線 防 潮 堤 は 平 成 30年 度 ま で 、 要 対 策 区 間 す べ て の 対 策 を 平 成 35年

度 ま で に 完 了 を 目 指 す 。  

平 成 29年 度 の 取 り 組 み と し て 、緊 急 性 が 高 く 5ヶ 年 で の 完 成 を 目 標 と し

て い る 第 一 線 防 潮 堤 の 液 状 化 対 策 を 実 施 し た 。  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

ה  

今 後 30年 以 内 に 70％ ～ 80%の 確 率 で 南 海 ト ラ フ で 発 生 す る 地 震 に 伴 う

津 波 の 襲 来 が 予 測 さ れ て い る 和 歌 山 下 津 港 海 岸 に お い て 、 護 岸 及 び 防 波

堤 の 補 強・嵩 上 げ と 津 波 防 波 堤 の 設 置 を 組 み 合 わ せ た 施 設 整 備 を 実 施 し 、

津 波 浸 水 被 害 の 軽 減 を 図 る 。  

平 成 29年 度 の 取 り 組 み と し て 、 水 門 及 び 護 岸 の 整 備 を 進 め た 。  

 

 

Ẽ ה ⌂≥─ ⁸  

 

ה  

河 川 、 下 水 、 流 域 対 応 施 設 等 に よ る 総 合 的 な 治 水 対 策 を 実 施 。 河 道 改

修 、 分 水 路 、 遊 水 地 、 地 下 河 川 、 流 域 調 節 池 、 流 域 対 応 施 設 等 の 整 備 を

実 施 し 、戦 後 最 大 実 績 降 雨 で あ る S32八 尾 実 績 降 雨（ 62.9mm/hr、311.2mm

/24hr ） に 対 し て 、 流 域 基 本 高 水 の ピ ー ク 流 量 2,700m3/s（ 京 橋 口 地 点 ）

【 施 工 後 】  

  

─ ─     
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の 処 理 を 目 指 す 。  

平 成 29年 度 は 、 北 部 地 下 河 川 に つ い て 、 守 口 調 節 池 の 地 下 ト ン ネ ル を

構 築 す る シ ー ル ド マ シ ン の 発 進 ・ 到 達 立 坑 （ 守 口 立 坑 ・ 松 生 立 坑 ） が 完

成 し 、平 成 30年 1月 11日 に シ ー ル ド マ シ ン が 掘 進 を 開 始 し た 。ま た 、下 流

部 の 未 整 備 区 間 に つ い て 、 大 深 度 地 下 使 用 の 認 可 に 必 要 な 法 手 続 き を 進

め た 。さ ら に 、下 水 道 増 補 幹 線 に つ い て 、中 央（ 一 ）増 補 幹 線 等 が 平 成 3

0年 2月 1日 に 供 用 開 始 す る と と も に 、流 域 調 節 池 に つ い て 、地 下 河 川 及 び

下 水 道 増 補 幹 線 に 集 水 で き な い 東 大 阪 市 の 高 井 田 集 水 区 へ の 対 応 の た め 、

布 施 公 園 調 節 池 の 整 備 に 着 手 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

₈ה ₉⌐ ≠ↄ ─  

大 和 川 の 中 上 流 部 に お い て は 、 関 係 機 関 連 携 の 下 、 治 水 安 全 度 の 早 期

向 上 を 図 る た め に 、 河 道 改 修 （ 国 、 奈 良 県 ） 、 ダ ム の 整 備 （ 奈 良 県 ） 、

た め 池 の 治 水 利 用 や 雨 水 貯 留 浸 透 施 設 等 の 流 域 対 策 （ 地 方 公 共 団 体 ） 等

に よ る 総 合 治 水 対 策 を 推 進 。 あ わ せ て 、 流 域 の 開 発 に 伴 い 治 水 安 全 度 の

低 下 の 著 し い 大 和 川 流 域 に お い て 、 治 水 施 設 の 整 備 の 積 極 的 な 推 進 及 び

流 域 の 持 つ 保 水 、 遊 水 機 能 の 適 正 な 維 持 等 の 総 合 的 な 治 水 対 策 の 効 率 的

か つ 円 滑 な 実 施 を 図 る た め 、 奈 良 県 内 の 沿 川 市 町 村 と 一 緒 に 大 和 川 流 域

総 合 治 水 対 策 協 議 会 を 実 施 し て い る 。  

平 成 29年 度 に お い て は 、 流 域 対 策 （ た め 池 治 水 利 用 ＋ 雨 水 貯 留 浸 透 施

設 ）の 進 捗 状 況 と し て 、必 要 容 量 の う ち 、84%ま で 達 成 し て い る（ 平 成 28

年 度 83%)。 ま た 、 平 成 29年 7月 5日 に 総 合 治 水 対 策 協 議 会 を 開 催 し 、 近 畿

地 方 整 備 局 長 、奈 良 県 知 事 、県 内 流 域 24市 町 村（ う ち 15首 長 ）が 出 席 し 、

奈 良 県 が 制 定 を 目 指 し て い る 「 大 和 川 流 域 に お け る 総 合 治 水 の 推 進 に 関

す る 条 例 」 の 説 明 と ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て 紹 介 し 、 説 明 内 容 に つ い て 流

域 の 市 町 村 長 か ら も 承 認 を 得 ら れ 、 今 後 、 よ り 積 極 的 に 流 域 対 策 を 推 進

す る こ と を 確 認 し た 。  

 

 

 

─  
 

ⱴ◦fi  
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Ẽ▬fiⱨꜝ  

 

ה ─ ה ─  

イ ン フ ラ 施 設 の 予 防 保 全 対 策 の 拡 充 、 更 新 時 期 の 平 準 化 な ど 効 率 的 ・

効 果 的 な 維 持 管 理 を 進 め て い く と と も に 、 人 材 の 育 成 や 技 術 の 継 承 な ど

を 地 域 一 体 で 行 い 、 持 続 可 能 な 維 持 管 理 の し く み を 構 築 し て い く 。  

平 成 29年 度 の 取 組 は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

○ 大 阪 府 都 市 基 盤 施 設 長 寿 命 化 計 画 に 基 づ き 、点 検 の 充 実 や 予 防 保 全

対 策 の 実 施 な ど 、 効 率 的 ・ 効 果 的 な 維 持 管 理 を 推 進 。  

○ 府 内 7地 域 の 「 地 域 維 持 管 理 連 携 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 」 に よ る 人 材 育

成 、 技 術 相 談 な ど 、 市 町 村 を 含 め た 技 術 支 援 を 実 施 。  

○ 市 町 村 支 援 と し て 、 橋 梁 点 検 の 一 括 発 注 を 23市 町 で 実 施 。  

 

 

Ẽ₈ ─ ₉⌂≥─  

 

ה ⁸ ₒ ₓ 

 

 

Ẽ ─  

 

─ⱴ♇ⱪ♪כ◙Ɫ≥↔∟╕≥↔╢╕ה  

各 水 系 の 河 川 整 備 計 画 に 基 づ き 、 地 域 の 洪 水 に 関 す る 情 報 の 普 及 を 目

的 と し て 、 沿 川 自 治 体 と 調 整 し な が ら ｢ま る ご と ま ち ご と ハ ザ ー ド マ ッ

プ ｣の 取 り 組 み を 促 進 す る 。  

平 成 29年 度 は 、 大 規 模 氾 濫 に 対 す る 減 災 の た め の 治 水 対 策 の あ り 方 に

関 し 、 平 成 27・ 28年 度 に 各 水 系 の 水 防 災 意 識 社 会 再 構 築 ビ ジ ョ ン に お い

て 設 立 さ れ た 15の 協 議 会 に お い て 、 ま る ご と ま ち ご と ハ ザ ー ド マ ッ プ の

取 り 組 み を 進 め て い る 。  

 

 

Ẽ ─ ∆╢ ─Ᵽ♇◒▪♇ⱪ  

 

ה ─ ┼─ ─ ⁸ ₒ ₓ 
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Ẽ ─≢►ⱡ►Ɫה  

 

ה ה ⱨ◊כꜝⱶ  

阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 を 経 験 し た 神 戸 で 国 際 的 に 防 災 ・ 減 災 活 動 を 行 っ て

い る 国 際 防 災・人 道 支 援 協 議 会（ DRA)が 毎 年 フ ォ ー ラ ム を 開 催 し ､安 全 で

安 心 な 減 災 社 会 実 現 に 向 け た 提 言 を 国 内 外 に 発 信 し て い る 。  

平 成 30年 1月 23日 に「「 国 難 」と な る 広 域 巨 大 災 害 に 備 え る 」と 題 し て

国 際 防 災 ・ 人 道 支 援 フ ォ ー ラ ム 2018を 開 催 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
           ⱨ◊כꜝⱶ 2018   

 

 

 

 

( 3) ─ ╡ ╖─  

 

南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 を は じ め と す る 自 然 災 害 に 対 応 す る 防 災 ・ 減 災 の

推 進 や イ ン フ ラ 老 朽 化 対 策 の た め 、 南 海 ト ラ フ 地 震 や 上 町 断 層 帯 地 震 等

の 大 規 模 地 震 ・ 津 波 対 策 事 業 、 洪 水 ・ 高 潮 な ど の 水 害 、 土 砂 災 害 対 策 事

業 、 イ ン フ ラ 長 寿 命 化 推 進 事 業 、 「 命 の 道 」 な ど の 防 災 力 向 上 事 業 、 防

災 意 識 の 向 上 事 業 、 首 都 圏 の 有 す る 諸 機 能 の バ ッ ク ア ッ プ 事 業 、 防 災 技

術 ・ ノ ウ ハ ウ で の 世 界 貢 献 事 業 に 関 す る 様 々 な 取 り 組 み が 行 わ れ た 。  

モ ニ タ リ ン グ 指 標 で は 、平 成 29年 3月 末 時 点 で 全 て の 対 象 市 町 村 が 洪 水

ハ ザ ー ド マ ッ プ を 作 成 ・ 公 表 し て お り 、 ま た 土 砂 災 害 ハ ザ ー ド マ ッ プ の

作 成 ・ 公 表 状 況 に つ い て も ほ と ん ど の 府 県 に お い て 全 国 平 均 （ 83.2％ の

市 町 村 が 作 成 ・ 公 表 済 ） を 上 回 る 作 成 ・ 公 表 状 況 と な っ て い る 。  

当 プ ロ ジ ェ ク ト に 掲 げ ら れ た 7つ の 主 要 事 業 の い ず れ に お い て も 平 成

29年 度 に 取 り 組 み が 行 わ れ て お り 、 今 後 も 各 構 成 機 関 が 各 主 要 事 業 の 個

別 施 策 ・ 事 業 を 従 来 ど お り 進 め る こ と と す る 。  
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 ⱪ꜡☺▼◒♩ 

ủ ⌐╦√╡ ∆═⅝ ╛ ╣√ ╩ ⇔≡™╢

╩ ≤⇔≡⁸ ─ ה ╩ ╘⁸ ⌂ ─ ╕√

│ ⌐ ╘⁸ ─ ─ ╩ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ≤

─ ╩ ╢ 

ủ◄Ⱡꜟ◑כ ─ ─ ╛ ⌐╟╢ ─ ⌐

∆╢√╘⁸ ◄Ⱡꜟ◑כ─ ⁸ ─ ⁸ ●

☻ ─ ╩ ⇔⁸ ⌂ ╩  

 

 (1) ⸗♬♃ꜞfi◓ ⌐╟╢  

 

・ 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 （ 特 定 事 業 所 ）  

平 成 29年 度 に お い て は 、 2014年 度 （ 平 成 26年 ） の 結 果 が 公 表 さ れ て い

る 。 2014年 度 の 関 西 圏 の 排 出 量 の シ ェ ア 13.1％ で あ り 、 中 部 圏 と 概 ね 同

じ 水 準 で 関 東 圏 の 1/2 で あ る 。  

三 大 都 市 圏 の 排 出 量 は 、 い ず れ の 圏 域 も 前 年 度 か ら 減 少 し て い る が 、

そ の 比 率 は 関 西 圏 が 1.7 ％ 減 で 最 も 大 き く 、温 室 効 果 ガ ス の 排 出 抑 制 に 向

け た 取 組 み の 成 果 が 表 れ て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●☻  

77,360 (13.3%) 76,067 (13.1%)

76,689 (13.2%) 75,554 (13.0%)

151,955 (26.1%) 151,125 (26.0%)

277,071 (47.5%) 279,621 (48.0%) 2,550 0.9

583,074 (100.0%) 582,367 (100.0%)

2
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(2) ⱪ꜡☺▼◒♩─ ╡ ╖  

環 境 共 生 プ ロ ジ ェ ク ト に 関 す る 各 機 関 の 主 な 取 り 組 み 事 例 の 実 績 は 、下

記 の と お り で あ る 。  

 

Ẽ ⌂  

 

ה ⱴ◙21◒▬꜠כ ⌐ ≠ↄ ─

 

国 の 6つ の 省 庁 が 平 成 9年 度 か ら 2ヶ 年 に わ た り 共 同 で 実 施 し た「 琵 琶 湖

の 総 合 的 な 保 全 の た め の 計 画 調 査 」 を 踏 ま え て 、 琵 琶 湖 を 健 全 な 姿 で 次

世 代 に 引 き 継 ぐ た め の 指 針 と し て 、平 成 12年 3月 に 、琵 琶 湖 総 合 保 全 整 備

計 画 （ マ ザ ー レ イ ク 21計 画 ） を 策 定 。  

平 成 29年 度 の 取 り 組 み は 、 上 記 計 画 調 査 、 整 備 計 画 を 踏 ま え つ つ 、 国

の 6つ の 省 庁 お よ び 滋 賀 県 が 琵 琶 湖 集 水 域 に お い て 、「 水 質 保 全 」「 水 源

か ん 養 」 「 自 然 的 環 境 ・ 景 観 保 全 」 等 に 関 す る 「 琵 琶 湖 の 総 合 的 な 保 全

の た め の 施 策 」 を 実 施 し た 。 ま た 、 8月 に は 計 画 の 進 行 管 理 を 担 う 「 第 7

回 マ ザ ー レ イ ク フ ォ ー ラ ム び わ コ ミ 会 議 」 を 開 催 し た 。 こ の 中 で 「 び わ

湖 を 活 か し  び わ 湖 と 生 き る 」 を テ ー マ に 、 各 団 体 か ら の 発 表 や 小 グ ル

ー プ に 分 か れ て の 話 し 合 い な ど 、全 員 参 加 型 に よ る 意 見 交 換 も 行 っ た（ 参

加 者 数 211人 、 参 加 団 体 数 88団 体 ） 。  

 

 

Ẽ ─  

 

ה ﬞ  

大 台 ヶ 原 自 然 再 生 計 画 に 基 づ き 、 主 に ニ ホ ン ジ カ の 食 害 に よ り 衰 退 し

て い る 森 林 を 保 全 ・ 再 生 す る た め 、 防 鹿 柵 の 設 置 、 稚 樹 保 護 柵 の 設 置 、

剥 皮 防 止 ネ ッ ト の 設 置 、 ニ ホ ン ジ カ の 個 体 数 の 調 整 等 を 実 施 す る 。  

平 成 29年 度 の 取 り 組 み と し て 、 大 台 ヶ 原 の 自 然 再 生 に 資 す る こ と を 目

的 と し 、 主 に ニ ホ ン ジ カ の 食 害 に よ り 衰 退 し て い る 森 林 を 保 全 ・ 再 生 す

る た め 、防 鹿 柵 の 設 置 2.2 ㏊（ 平 成 29年 度 ま で に 約 74haを 整 備 ）、一 般 の

方 や 大 学 等 の 連 携 に よ る 稚 樹 保 護 柵 （ 137基 ） 内 の ミ ヤ コ ザ サ の 坪 刈 り 、

ニ ホ ン ジ カ の 個 体 数 調 整 等 72頭 、 近 畿 地 方 環 境 事 務 所 、 林 野 庁 三 重 森 林

管 理 署 、 上 北 山 村 三 者 の 連 携 協 定 を 締 結 し 連 携 捕 獲 の 実 施 を 行 っ た 。  
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Ẽ ─  

 

ה ⱨ▼♬♇◒☻ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸  

廃 棄 物 の 最 終 処 分 場 の 確 保 が き わ め て 困 難 な 中 、 大 阪 湾 を 埋 立 て す る

こ と に よ っ て 、 長 期 安 定 的 に 、 ま た 広 域 的 に 最 終 処 分 を 行 う 計 画 で 進 め

ら れ て い る 事 業 で あ る 。  

平 成 29年 度 は 、2期 事 業 以 降 の 新 た な 埋 立 処 分 場 の 確 保 が 大 き な 課 題 と

な っ て い る こ と か ら 、 次 期 事 業 を 大 阪 港 と 神 戸 港 で 検 討 し 、 神 戸 港 で の

具 体 化 に 向 け た 検 討 を 先 行 し て 進 め る こ と と し 、 大 阪 湾 フ ェ ニ ッ ク ス セ

ン タ ー が 環 境 影 響 評 価 手 続 き を 行 っ て い る と こ ろ で あ る 。  

 

 

Ẽ ⌐ ∆╢ ◄Ⱡꜟ◑הכ  

 

ꜟ◒▬◘▫♥♬ꜙⱵ◖™⅛↕ה  

堺 市 内 8か 所 の 駅 前 や 観 光 拠 点 に サ イ ク ル ポ ー ト を 配 置 す る こ と で 、バ

ス や 公 共 交 通 機 関 へ の 乗 り 継 ぎ の 利 便 性 を 高 め 、 車 利 用 か ら 自 転 車 や 公

共 交 通 機 関 利 用 へ の 転 換 を 促 進 す る こ と で 、 二 酸 化 炭 素 排 出 量 の 削 減 を

図 る 。  

平 成 29年 度 の 取 り 組 み は 、 利 用 者 拡 大 に 向 け 、 市 内 外 の 多 く の 方 に 周

知 を 図 る 手 段 と し て 、 堺 市 Ｈ Ｐ 内 の さ か い コ ミ ュ ニ テ ィ サ イ ク ル ペ ー ジ

の リ ニ ュ ー ア ル 及 び facebookの 立 ち 上 げ を 実 施 し た 。  
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 ( 3) ─ ╡ ╖─  

 

人 と 自 然 の 共 生 社 会 、 低 炭 素 社 会 の 構 築 を 目 指 し 、 健 全 な 水 循 環 形 成

事 業 、 生 物 多 様 性 の 確 保 事 業 、 循 環 型 社 会 の 構 築 事 業 、 世 界 に 貢 献 す る

省 エ ネ ル ギ ー ・ CO2削 減 事 業 に 関 す る 様 々 な 取 り 組 み が 行 わ れ た 。  

モ ニ タ リ ン グ 指 標 で は 、 平 成 26年 度 の 関 西 の 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 は 全

国 の 13.1％ で あ り 、関 東 の 1/ 2の 水 準 と な っ て い る 。ま た 、対 前 年 度 か ら

の 削 減 率 は 1.7 ％ で あ り 、関 東（ 0.5 ％ ）や 中 部（ 1.5 ％ ）よ り も 高 く な っ

て い る 。  

当 プ ロ ジ ェ ク ト に 掲 げ ら れ た 4つ の 主 要 事 業 の い ず れ に お い て も 平 成

29年 度 に 取 り 組 み が 行 わ れ て お り 、 今 後 も 各 構 成 機 関 が 各 主 要 事 業 の 個

別 施 策 ・ 事 業 を 従 来 ど お り 進 め る こ と と す る 。  
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平 成 29年 度 は 、 関 西 広 域 地 方 計 画 が 掲 げ る 5つ の 目 指 す べ き 姿 の 実 現 に 向

け 、 8つ の 主 要 プ ロ ジ ェ ク ト を 構 成 す る 様 々 な 事 業 が 各 構 成 機 関 に お い て 進

め ら れ 、本 資 料 の 中 で も 、代 表 事 例 と し て い く つ か の 事 業 に つ い て 、そ の 進

捗 状 況 を 説 明 し た 。各 プ ロ ジ ェ ク ト に よ っ て 、取 り 組 ん だ 事 業 数 や そ の 進 捗

等 に ば ら つ き は あ っ た も の の 、特 に 進 捗 が 遅 れ て い る プ ロ ジ ェ ク ト は 認 め ら

れ な か っ た 。  

 

各 プ ロ ジ ェ ク ト の 進 捗 説 明 に お い て 挙 げ ら れ た モ ニ タ リ ン グ 指 標 は 、関 西

国 際 空 港 の 航 空 機 発 着 回 数 の よ う に 近 年 顕 著 に 増 加 し て い る も の も あ れ ば 、

地 域 ブ ラ ン ド 登 録 商 標 数 の よ う に 全 国 的 に 高 い 割 合 を 占 め て い る 割 に あ ま

り 変 化 が 見 ら れ な い も の も あ る 。こ の よ う に 指 標 ご と に そ の 割 合 や 増 減 に は

特 徴 が あ る こ と や 為 替 変 動 や 国 際 情 勢 、大 規 模 災 害 等 の 外 的 要 因 の 影 響 を 受

け る も の も あ る こ と を 考 え る と 、指 標 数 値 で 定 量 的 に 各 プ ロ ジ ェ ク ト の 進 捗

に つ い て 述 べ る こ と は 難 し い 。従 っ て 、指 標 の 選 択 や 数 値 の 取 扱 い に つ い て

は 今 後 の 進 捗 把 握 作 業 上 の 課 題 と す る 。  

 

平 成 30年 度 も 平 成 29年 度 に 引 き 続 き 、主 要 プ ロ ジ ェ ク ト を 構 成 す る 様 々 な

事 業 を 進 め て い く 。さ ら に 、今 後 予 定 さ れ て い る 取 り 組 み 事 業 の 更 新 作 業 の

中 で 、 進 捗 に 停 滞 が み ら れ る 事 業 に つ い て は 、 関 係 機 関 と 共 に 一 層 の 連 携 ・

協 働 を 図 り な が ら 、取 組 の 着 実 な 推 進 を 実 現 す べ く 協 議・調 整 を 行 う 予 定 で

あ る 。  
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